
大
量
移
民
の
流
入
と
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党

笹

井

悠

子

【
要
約
】
・
言
力
は
移
民
の
国
」
と
い
わ
れ
る
。
な
か
で
も
＋
九
世
紀
中
葉
の
集
異
西
洋
岸
に
は
、
初
の
大
量
箆
の
婆
打
ち
寄
せ
て
い
た
。
　

・
も
か
か
わ
ら
亥
従
業
・
ー
カ
史
研
究
に
お
い
て
、
麓
・
あ
ま
藷
じ
ら
れ
て
い
な
い
・
う
に
田
払
わ
れ
・
。
故
に
本
稿
で
は
、
一
会
○
年
代
～

の
初
の
大
規
模
な
反
移
民
運
動
で
あ
る
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
に
焦
点
を
絞
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
人
を
中
心
と
す
る
移
民
の
大
量
流
入
に
対
す
る

多
数
派
社
会
の
対
応
と
し
て
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
成
長
を
論
じ
た
い
。
と
り
わ
け
、
同
党
の
中
心
目
標
が
、
　
「
移
民
の
政
治
参
加
制
限
」
で
あ
る
事

か
ら
、
「
民
族
票
」
、
な
か
で
も
移
民
の
多
く
流
入
し
た
北
部
の
諸
都
市
の
「
民
族
票
」
と
ア
メ
リ
カ
政
治
の
関
わ
り
が
、
一
八
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
社

会
を
考
え
る
上
で
重
要
な
論
点
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
上
述
の
観
点
か
ら
、
一
八
五
〇
年
代
の
大
量
移
民
の
ア
メ
リ
カ
政
治
へ
の

影
響
と
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
反
応
の
一
端
を
、
本
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
〇
巻
三
号
　
一
九
七
七
年
五
月

大量移民の流入とノーナッシング党（笹井）

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
八
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
政
治
は
、
周
知
の
如
く
奴
隷
制
論
争
と
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
嵐
の
中
で
、
南
北
戦
争
と
い
う
破
局
に
突
き
進

み
っ
つ
あ
っ
た
。
ま
さ
に
風
雲
急
を
告
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
渦
中
に
、
移
民
に
対
す
る
攻
撃
を
旗
印
に
、
ア
メ
リ
カ
史
上

初
の
第
三
政
党
と
し
て
全
国
に
勢
力
を
拡
大
し
、
又
そ
の
出
現
と
同
じ
ほ
ど
急
速
に
消
滅
し
て
い
っ
た
政
党
が
あ
っ
た
。
正
式
名
称
を
「
ア
メ

リ
カ
党
」
、
俗
に
「
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
」
と
呼
ば
れ
る
政
党
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
従
来
、
こ
の
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
台
頭
に
関
し
て
は
多
く
の
論
議
が
な
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
同
党
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
へ
の
敵
対
運
動

　
　
　
　
　
　
　
①

で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
十
九
世
紀
中
葉
当
時
か
ら
現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
未
だ
十
分
に
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
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か
し
な
が
ら
、
当
時
の
政
治
史
の
流
れ
の
中
で
同
党
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
上
述
の
見
解
の
み
で
は
十
分
に
説
開
さ
れ
得
な
い
点
が
多
い
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
政
治
史
の
観
点
か
ら
、
従
来
最
も
多
く
の
支
持
を
集
め
た
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
嶺
桜
立
論
は
、
い
わ
ゆ
る
「
政
治
空

　
　
　
　
　
②

白
飴
」
で
あ
る
。
　
「
政
治
空
白
説
」
の
中
に
も
多
く
の
要
素
が
包
摂
さ
れ
て
お
り
、
　
一
括
し
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
労
組
を
概

括
す
る
な
ら
ば
次
の
如
き
論
旨
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
サ
ス
ー
ー
ネ
ブ
ラ
ス
カ
法
案
を
契
機
と
す
る
ホ
イ
ッ
グ
党
の
崩
壊
に

よ
り
工
大
政
党
の
均
衡
が
破
綻
を
き
た
し
、
　
「
政
治
的
空
白
」
が
生
じ
る
。
そ
の
際
、
奴
隷
制
論
争
に
よ
る
連
邦
分
裂
の
危
機
を
恐
れ
る
人
々

が
、
　
「
新
来
移
民
1
1
外
国
人
」
　
へ
の
敵
対
と
い
う
全
国
的
イ
シ
ュ
ー
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
以
上
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
激
化
を
園

話
せ
ん
と
、
移
民
を
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
仕
立
て
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
に
結
集
し
た
た
め
同
党
の
大
躍
進
が
実
現
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

同
党
綱
領
の
掲
げ
る
「
連
邦
第
一
主
義
」
、
南
部
に
お
け
る
同
党
の
急
成
長
は
、
ま
さ
に
「
政
治
空
白
説
」
を
裏
付
け
、
ホ
イ
ヅ
グ
党
の
崩
壊

及
び
共
和
党
の
成
立
と
い
う
政
党
再
編
に
お
い
て
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
も
つ
独
自
の
意
義
に
関
し
、
　
「
政
治
空
白
説
」
は
新
し
い
光
を
投
じ

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
疑
問
が
残
る
。
す
な
わ
ち
、
独
自
の
政
治
目
標
を
掲
げ
て
い
た
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
を
奴
隷
制
、
セ
ク
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
政
治
史
の
流
れ
で
の
み
把
握
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
起
源
の
再
検
討
を
試
み
た
M
・

ホ
ー
ル
ト
は
、
一
八
五
〇
年
代
の
政
党
再
編
に
関
し
、
ホ
イ
ッ
グ
党
の
崩
壊
と
共
和
党
の
出
現
を
全
国
レ
ベ
ル
で
な
く
州
レ
ベ
ル
で
考
え
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ら
ば
、
奴
隷
制
問
題
の
み
で
は
一
八
五
〇
年
代
の
政
党
再
編
を
説
明
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
問
題
提
起
し
た
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
奴

隷
制
問
題
の
み
で
は
、
ホ
イ
ッ
グ
党
の
南
北
分
裂
を
説
明
し
得
て
も
、
奴
隷
制
反
対
派
の
支
持
を
得
て
い
る
北
部
の
ホ
イ
ッ
グ
党
の
衰
退
及
び

強
硬
な
奴
隷
鰯
反
対
論
者
を
多
く
含
む
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
急
成
長
が
共
和
党
の
確
立
に
先
立
っ
て
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
説
明
さ
れ
得
な
い

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
衆
レ
ベ
ル
の
政
治
史
の
再
検
討
を
提
案
す
る
S
・
ヘ
イ
ズ
は
、
　
こ
の
時
期
の
政
治
動
向
に
関
し
、
移
民
の
流
入
に

よ
っ
て
生
じ
た
民
族
、
文
化
的
問
題
も
、
奴
隷
制
論
争
に
劣
ら
ず
政
治
的
イ
シ
ュ
ー
た
り
え
た
と
指
摘
し
て
、
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
問
題
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

異
な
る
次
元
に
展
開
す
る
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
独
自
性
を
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ホ
ー
ル
ト
、
ヘ
イ
ズ
を
代
表
と
す
る
最
近
の
ノ
ー
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⑥

ナ
ッ
シ
ン
グ
党
成
立
に
関
す
る
解
釈
の
傾
向
は
、
｝
八
五
〇
年
代
が
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
最
初
の
移
民
の
大
量
流
入
の
時
期
で
あ
り
、
ま
さ

に
こ
の
時
期
を
背
景
と
し
て
、
移
民
攻
撃
を
第
一
の
目
標
と
す
る
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
が
成
立
し
た
と
い
う
事
実
を
、
今
一
度
我
々
に
想
起
さ

せ
る
の
で
あ
る
。

　
故
に
本
稿
で
は
、
南
北
分
裂
の
危
機
を
は
ら
む
一
八
五
〇
年
代
に
も
拘
ら
ず
、
奴
隷
欄
論
争
以
外
の
如
何
な
る
イ
シ
ュ
ー
を
移
民
が
も
た
ら

し
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
ノ
：
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
成
立
と
そ
の
意
義
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。

①
　
例
え
ば
、
ジ
露
ぴ
諺
O
」
W
霧
戸
．
．
感
嘆
犀
窪
＜
。
湊
β
ω
○
巴
r
鵠
㎝
O
占
。
。
⑦
O
、
．
層

　
〉
♂
§
国
慮
、
§
ミ
食
§
蕊
馬
寮
㌧
＜
H
H
（
ド
リ
。
。
儒
）
讐
燭
四
冤
＞
9
更
”
一
腎
ゆ
α
q
8
P
↓
ぎ
㌧
唖
早

　
馬
田
ミ
ミ
G
ミ
“
碧
§
噂
N
。
。
O
O
I
謎
8
食
㊤
ω
o
。
Y

②
　
》
二
ρ
μ
累
¢
〈
冒
ω
噂
O
ミ
恥
ミ
ミ
“
ぎ
9
鷲
。
遷
隔
」
寅
旨
い
監
b
ざ
ミ
§
騨
誘
冶
一

　
楓
・
。
旨
9
逡
5
℃
℃
．
ω
峯
山
b
。
■
又
、
置
巴
“
妻
《
昌
〉
．
｝
o
器
ρ
奪
｝
四
ミ
箭
§
N
§
鼠
－

偽
養
織
§
（
お
①
O
）
い
や
嵩
。
。
噛
に
お
い
て
も
、
重
要
な
要
因
と
し
て
政
治
空
白
説
が

　
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

③
鵠
8
プ
p
臨
慣
類
9
ダ
、
．
露
5
℃
9
三
8
0
嵩
彰
瞬
♂
一
窪
8
”
6
プ
¢
○
ユ
σ
q
診
ω
o
｛

　
自
身
。
≦
2
0
夢
ぎ
α
q
一
ω
彰
、
、
層
＼
§
ミ
趨
ミ
駄
』
ミ
ミ
騎
§
卜
奪
「
無
。
莞
噛
ω
o
℃
。
お
お
も
．
ω
O
㊤
．

④
o
Q
斜
日
q
o
一
や
鵠
我
。
・
噛
．
．
℃
o
｝
三
〇
巴
℃
霞
鉱
＄
婁
α
叶
｝
H
o
O
o
ヨ
昌
毎
蝕
芝
ω
0
9
0
ぞ

　
O
o
づ
♂
貯
ロ
葺
5
、
”
”
老
．
属
’
O
げ
。
ヨ
げ
。
屋
o
O
こ
8
ぎ
謡
ミ
ミ
鳶
§
ト
℃
ミ
ミ
い
鴇
欝
ミ

　
9
り
禽
y
℃
■
顧
。
◎
．

⑤
他
に
は
遍
。
。
一
ω
無
げ
①
ざ
↓
ぎ
↓
§
胸
魯
ミ
こ
象
“
篤
§
＆
」
ミ
ミ
魯
§
w
勺
。
N
ミ
塗

　
萄
き
高
敦
O
（
同
り
爵
Y
や
9
憎
マ
一
伊
に
み
ら
れ
る
。

大量移畏の流入とノーナッシング党（笹井）

唱
　
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
成
立
と
目
標

　
1
　
十
九
世
紀
前
半
の
反
移
罠
運
動

　
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
、
突
如
と
し
て
ア
メ
リ
カ
政
治
の
表
舞
台
に
姿
を
現
し
た
と
い
う
印
象
を
我
々
に
与
え
る
が
、
そ
の
出
現
は
さ
ほ
ど

唐
突
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
J
・
ク
レ
ー
ヴ
ク
ー
ル
が
、
　
「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
多
種
多
様
な
国
々
か
ら
来
た
人
々
す
べ
て
が
溶
け
合
い
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
か
ら
新
し
い
人
種
が
生
ま
れ
て
い
る
」
と
一
七
八
二
年
来
述
べ
て
か
ら
約
半
世
紀
後
の
一
八
三
〇
年
代
に
は
、
既
に
新
来
移
民
に
対
す
る
批

判
は
移
民
の
増
加
と
と
も
に
高
ま
り
、
各
地
で
新
来
者
と
市
民
と
の
小
ぜ
り
合
い
及
び
反
移
民
活
動
を
主
眼
と
す
る
秘
密
結
社
の
成
立
が
み
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
イ
テ
イ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

れ
る
の
で
あ
る
。
　
例
え
ば
、
　
一
八
三
五
年
に
は
、
　
電
信
の
発
明
で
有
名
な
F
・
モ
ー
ル
ス
が
「
ア
メ
リ
カ
人
民
主
主
義
協
会
」
を
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
●
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

下
し
、
移
畏
は
「
帰
化
市
民
」
と
し
て
で
は
な
く
「
帰
化
し
た
外
国
人
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
自
由
を
脅
し
て
い
る
と
説
く
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
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ー
ク
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
な
ど
移
民
が
多
く
流
入
し
て
い
る
都
市
を
中
心
に
移
民
に
対
す
る
風
当
り
は
日
増
し
に
強
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
一
八
四
〇
年
代
に
は
、
反
移
民
運
動
は
州
境
を
越
え
る
組
織
へ
と
発
展
し
た
。
十
四
州
に
ま
た
が
る
門
ア
メ
リ
カ
人
党
」
、
十

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
…
ダ
！
オ
ヴ
三
ナ
イ
テ
イ
ツ
ド
●
ア
メ
リ
カ
ソ
ズ
④

六
州
に
支
部
を
持
つ
「
ア
メ
リ
カ
人
連
合
組
織
」
な
ど
が
そ
の
主
要
な
例
で
あ
る
。
そ
の
上
、
特
筆
す
べ
き
は
、
外
国
人
攻
撃
の
宣
伝
及
び
煽

動
、
或
い
は
乱
闘
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
政
治
に
進
出
を
始
め
た
組
織
が
目
立
ち
始
め
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
一
八
四
一
年
の
ニ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
ネ
イ
テ
イ
ヴ
サ
ア
メ
リ
カ
ン
ら
ア
ソ
シ
ニ
　
シ
ヨ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
ソ
リ
リ
パ
ブ
リ
カ
ン
じ
パ
　
テ
イ

ー
オ
リ
ソ
ズ
で
は
「
ア
メ
リ
カ
人
協
会
」
が
、
一
八
四
三
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
「
ア
メ
リ
カ
共
和
党
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
市
選
挙
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

勝
利
を
お
さ
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
八
三
〇
年
代
以
来
の
こ
の
よ
う
な
反
移
民
の
動
き
は
、
そ
の
後
、
一
八
四
〇
年
代
後
半
の
今
ま
で
に
な
い
大
前
の
移
民
流
入
の
中
で
、
い

や
が
上
に
も
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
反
移
民
運
動
は
何
故
に
発
生
し
、
又
、
何
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
八
五
一
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ト
リ
ヴ
ュ
ー
ソ
』
紙
が
、
　
「
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
復
活
」
と
報
じ
た
如
く
、
こ
の
一
連
の
動
き
は
「
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ

ム
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
。
　
「
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
」
と
は
J
・
ハ
イ
ア
ム
に
よ
れ
ば
、
　
「
外
国
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
も
つ
国
内
の
少
数
派

に
対
す
る
激
し
い
批
判
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
単
な
る
異
文
化
へ
の
反
感
か
ら
移
民
の
経
済
、
政
治
的
影
響
へ
の
批
判
ま
で
、
す
べ
て
の
敵

意
が
、
　
「
ア
メ
リ
カ
的
生
活
様
式
」
を
脅
す
敵
を
攻
撃
す
る
と
い
う
熱
意
へ
と
結
集
さ
れ
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
が
成
立
す
る
と
、
ハ
イ
ア
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
D
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ダ
イ
ク
も
、
　
「
ア
メ
リ
カ
と
ア
メ
リ
カ
の
理
想
以
外
の
も
の
に
、
忠
誠
心
を
向
け
る
外
国

系
市
民
は
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
る
」
と
い
う
危
機
感
に
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
根
源
を
求
め
、
　
「
ア
メ
リ
カ
の
理
想
」
と
は
、
　
「
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
文
化
的
及
び
政
治
的
理
想
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
J
・
ハ
イ
ァ
ム
が
『
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
・
イ
ン
・
ザ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ラ
ン
ド
』
の
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
如
く
、
歴
史
家
に
と
っ
て
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
を
定
義
す
る
事
は
困
難
で
あ
り
、
又
、
紙
幅
の
関
係
上
、
詳

論
は
次
の
機
会
に
期
す
が
、
さ
し
あ
た
り
「
ア
メ
リ
カ
的
生
活
様
式
及
び
ア
メ
リ
カ
の
理
想
を
脅
す
も
の
に
対
す
る
攻
撃
」
と
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ

ズ
ム
を
定
義
す
る
に
留
め
て
お
き
た
い
。

　
で
は
、
十
九
世
紀
前
半
の
移
民
は
、
い
か
な
る
点
で
「
ア
メ
リ
カ
の
理
想
」
を
脅
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
種
々
の
反
移
民

（318）　4
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論
、
新
聞
を
検
討
し
た
結
果
、
次
の
五
点
に
大
別
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
外
国
人
即
ち
「
ア
メ
リ
カ
以
外
に
祖
国
を
持
つ
人
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

対
す
る
不
信
が
根
強
く
み
ら
れ
る
。
　
「
我
々
の
自
由
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
時
、
彼
ら
の
忠
誠
を
信
頼
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
危
惧
が

浸
透
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
各
民
族
集
団
の
民
兵
団
が
武
器
を
も
っ
て
整
然
と
行
進
す
る
様
は
、
人
々
の
不
信
の
念
を
一
層
強
め
た
の
で
あ

っ
た
。
独
立
革
命
以
後
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
統
一
と
國
民
性
の
模
索
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
外
国
語

と
外
国
習
慣
の
相
次
ぐ
流
入
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
諸
民
族
の
下
位
社
会
の
形
成
は
、
異
文
化
、
異
民
族
に
対
す
る
反
発
以
上
の
脅
威
と
し
て

ア
メ
リ
カ
市
罠
に
危
機
感
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
事
は
容
易
に
推
察
さ
れ
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
外
国
人
へ
の
不
信
が
従
来
あ
る
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
徒
へ
の
疑
惑
と
結
合
し
た
時
、
反
移
民
感
情
は
一
層
激
し
さ
を
増
し
た
の
で
あ
る
。

一
八
三
四
年
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
タ
ウ
ン
の
修
道
院
焼
打
事
件
、
　
一
八
三
六
年
に
出
版
さ
れ
二
〇
回
版
を
重
ね
た
と
い
わ
れ
る
マ
リ
ア
・
モ
ン
ク
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

『
オ
ー
フ
ル
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ウ
ジ
ャ
ー
』
な
ど
は
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
感
情
の
激
し
さ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
、
一
入

四
〇
年
代
に
み
ら
れ
る
、
公
立
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
聖
書
の
強
制
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
反
発
は
、
一
八
四
〇
年
代
後

半
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
、
ド
イ
ツ
系
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
移
民
の
大
量
流
入
に
よ
り
激
し
さ
を
増
し
、
両
派
の
反
目
は
さ
ら
に
厳
し
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
移
民
攻
撃
は
そ
の
民
族
的
、
宗
教
的
側
面
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
移
民
に
対
す
る
批
判
の
第
三
点
は
、

移
民
が
惹
起
し
た
と
言
わ
れ
る
社
会
問
題
に
関
し
て
で
あ
る
。
例
え
ば
ス
ラ
ム
、
犯
罪
の
増
加
、
移
民
の
伝
染
病
罹
病
率
及
び
死
亡
率
の
高
さ
、

救
貧
院
な
ど
慈
善
施
設
へ
の
移
民
の
依
存
度
の
高
さ
と
そ
れ
に
伴
な
う
税
負
担
の
増
大
な
ど
の
社
会
問
．
題
が
、
す
べ
て
移
民
に
、
な
か
で
も
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
送
ら
れ
た
犯
罪
人
、
貧
民
に
帰
因
す
る
と
い
う
主
張
が
、
強
く
支
持
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
に
挙
げ
る
べ
き
論
点
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
へ
の
移
民
の
も
た
ら
し
た
影
響
で
あ
る
。
十
九
世
紀
中
葉
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
が
、
労
働
力

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
折
か
ら
急
速
に
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
産
業
革
命
の
促
進
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
事
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
安
価
な
移
民
労
働
力
が
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
、
職
人
に
及
ぼ
し
た
影
響
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
R
・
ア
i
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ン
ス
ト
は
、
一
八
四
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
反
移
民
運
動
を
、
　
「
経
済
的
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
」
と
名
付
け
、
運
動
の
主
体
が
移
民
の
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

入
制
限
を
求
め
る
職
人
、
ア
メ
リ
カ
入
労
働
者
で
あ
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
ア
メ
リ
カ
人
党
」
、
　
「
ア
メ
リ
カ
・
メ
カ
ニ
ッ
ク
ス
連
合
」
の

　
　
⑯
ア
メ
リ
カ
ン
・
レ
イ
バ
リ
ソ
グ
●
誕
ソ
フ
エ
デ
レ
シ
ー

党
綱
領
或
い
は
、
一
八
四
七
年
に
発
足
し
た
「
ア
メ
リ
カ
労
働
者
連
合
」
の
、
　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
労
働
力
流
入
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
す
べ
て
の
労
働
者
よ
来
た
れ
。
移
民
制
限
に
よ
っ
て
自
衛
を
目
ざ
す
す
べ
て
の
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
よ
来
た
れ
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
が
端
的

に
示
す
如
く
、
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
は
安
価
な
労
働
力
の
大
量
流
入
に
よ
り
彼
ら
の
失
業
、
賃
金
低
下
の
お
そ
れ
が
あ
る
事
を
訴
え
、
反
移
民

運
動
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
五
点
と
し
て
は
、
「
以
前
は
目
立
た
な
か
っ
た
外
国
人
票
が
増
加
し
、
ア
メ
リ
カ
人
置
対
帰
化
市
民
票
の
比
率
は
四
〇
紺
一
か
ら
七
対
一

に
な
っ
た
。
十
五
年
も
す
れ
ば
自
ら
の
国
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
市
民
は
少
数
派
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
「
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

力
人
党
」
の
一
八
四
五
年
の
全
国
大
会
の
演
説
が
示
す
如
く
、
外
国
人
の
政
治
参
加
に
対
す
る
批
判
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
「
移
民
が
ま
も
な
く
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

々
を
征
服
す
る
で
あ
ろ
う
」
、
「
移
民
が
我
々
の
最
も
重
要
な
社
会
制
度
を
危
険
に
陥
れ
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
危
機
感
が
煽
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。　

以
上
五
点
に
概
述
し
た
如
く
、
十
九
世
紀
前
半
に
流
入
し
た
移
民
は
、
種
々
の
側
面
に
お
い
て
攻
撃
の
対
象
た
り
得
た
。
故
に
、
一
概
に
反

移
昆
運
動
と
は
い
っ
て
も
、
一
八
四
〇
年
代
ま
で
の
移
民
攻
撃
に
お
い
て
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
い
う
漠
然
と
し
た
枠
組
の
中
で
、
各
地

域
及
び
各
階
層
に
よ
っ
て
主
要
な
論
点
は
異
な
り
、
各
々
の
視
点
に
立
つ
運
動
が
同
時
に
発
生
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
2
　
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
成
立
と
成
長

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
動
き
が
、
一
八
五
〇
年
代
に
入
り
、
短
期
間
で
は
あ
る
が
一
個
の
全
国
政
党
の
下
に
結
集
さ
れ
た
過
程
は
如
何
な

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
前
節
で
述
べ
た
一
九
世
紀
前
半
の
反
移
民
運
動
を
ふ
ま
え
て
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
成
立
過
程
を
考
察
し

た
い
。
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
成
立
過
程
は
、
秘
密
結
社
の
常
と
し
て
謎
に
包
ま
れ
て
お
り
、
多
く
の
風
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
一
説
に

よ
れ
ば
、
　
「
ア
メ
リ
カ
人
連
合
」
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
「
ス
タ
ー
・
ス
パ
ン
グ
ル
ド
・
バ
ナ
ー
組
織
」
が
合
併
し
て
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ン
グ
党
（
正
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ア
メ
リ
カ
ン
。
パ
ー
テ
ィ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

式
名
称
は
「
ア
メ
リ
カ
党
」
）
が
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
も
か
く
、
一
八
五
二
年
か
ら
一
八
五
三
年
に
か
け
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
本

拠
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
マ
サ
チ
ュ
三
囲
ヅ
ツ
等
九
州
に
党
員
を
持
つ
秘
密
結
社
と
し
て
、
同
党
が
発
足
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
因
み

に
、
　
「
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
」
の
名
が
満
管
に
知
ら
れ
始
め
た
の
は
一
八
五
三
年
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
同
年
に
は
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
南
部

で
初
め
て
の
支
部
が
組
織
さ
れ
る
等
、
党
勢
力
は
急
速
に
拡
大
し
た
。
　
一
八
五
四
年
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
パ
ー
カ
ー
を
中
心
に
全
国
協
議
会
を
頂

点
と
す
る
党
組
織
が
作
ら
れ
、
北
部
ば
か
り
で
な
く
南
部
霊
前
に
地
方
支
部
が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
同
年
六
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、

十
一
月
に
は
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
で
の
全
国
協
議
会
に
お
い
て
、
党
規
則
及
び
秘
密
結
社
特
有
の
儀
式
、
合
着
葉
が
決
定
さ
れ
、
全
国
協
議
会
は
三

一一

B
の
各
州
協
議
会
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
党
の
最
高
決
定
機
関
と
し
て
機
能
を
開
始
し
た
。
一
方
、
州
協
議
会
は
各
州
内
の
カ
ウ
ン

テ
ィ
、
市
協
議
会
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
同
党
の
実
践
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
党
の
末
端
で
あ
り
基
盤
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
最
低
定
員
を
九
人
と
す
る
「
ロ
ッ
ジ
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
ロ
ヅ
ジ
」
か
ら
全
国
協
議
会
に
至
る
ま
で
ビ
ラ
、
ミ
ッ
ド
状
の
全
国
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

織
と
し
て
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ソ
グ
党
の
基
盤
は
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
八
五
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
同
党
は
そ
の
組
織
力
を
背
景
に
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
勢
力
を
拡
大
し
続
け
た
。
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
九
一
あ
っ
た
「
ロ
ヅ
ジ
」
が
五
、
一
六
三
を
数
え
る
に
至
り
、
又
、
最
盛
時
の
党
員

数
は
全
国
で
一
五
〇
万
人
に
達
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
急
激
な
発
展
は
、
そ
の
党
員
数
の
拡
大
に
み
ら
れ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
同
党
の
選
挙
の
際
の
得
票
率
及
び
州
レ
ベ

ル
を
中
心
と
す
る
政
治
へ
の
進
出
に
こ
そ
、
匿
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
一
八
五
二
、
三
年
に
お
い
て
は
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
純
粋
な

秘
密
結
社
と
し
て
活
動
し
、
党
員
は
二
大
概
成
政
党
及
び
禁
酒
運
動
派
な
ど
か
ら
立
候
補
し
た
た
め
、
そ
の
正
確
な
数
字
は
定
か
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
組
織
の
整
い
始
め
た
一
八
五
四
年
に
入
り
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
独
自
の
選
挙
活
動
を
行
い
、
俄
か
に
政
党
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

注
目
を
集
め
始
め
た
。
同
年
の
連
邦
議
会
下
院
に
は
四
八
人
組
当
選
、
上
院
に
は
五
人
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
各
地
方
選
挙
に
お
い
て
は
、
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ヅ
ツ
州
政
府
の
圧
倒
的
多
数
派
と
な
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
政
府
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
長
を
獲
得
、
又
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
も
知
事
、
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
敗
北
し
た
も
の
の
予
想
外
の
得
票
を
集
め
た
の
で
あ
っ
た
。
一
八
五
五
年
に
は

7　（321）
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大墨移民の流入とノーナッシング党（笹井）

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
行
わ
れ
た
全
国
協
議
会
に
お
い
て
党
綱
領
を
採
択
、
秘
密
結
社
の
性
格
を
弱
め
、
第
三
政
党
と
し
て
地
歩
を
固
め
た
。

同
年
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
各
地
で
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
共
和
党
を
凌
ぎ
、
地
図
②
に
み
ら
れ
る
如
く
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
部
分

の
州
政
府
を
支
配
し
、
又
、
南
部
の
テ
ネ
シ
ー
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
及
び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
も
知
事
選
に
勝
利
を
お
さ
め
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
も
、
州
の
会
計
監
査
嘗
な
ど
の
要
職
に
関
す
る
選
挙
に
お
い
て
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
が
勝
利
を
得
た
こ
と
は
、
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
連
邦
議
会
下
院
で
は
、
同
党
は
民
主
党
に
次
ぐ
第
二
党
に
躍
進
す
る
な
ど
、
急
成
長
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

　
尚
、
支
持
層
に
関
し
て
は
、
秘
密
結
社
の
故
も
あ
っ
て
明
確
な
資
料
の
入
手
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
M
・
ホ
ー
ル
ト
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
職
人
及
び
鉄
道
の
発
達
に
よ
っ
て
職
を
失
っ
た
運
河
、
河
川
の
運
送
業
の
労
働
者
等
が
多
く
参
加
し
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
公

職
に
つ
い
た
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
員
の
多
く
は
職
人
で
あ
り
、
又
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
同
党
の
リ
ー
ダ
ー
の
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
は
職
人
及
び
下

級
霧
叢
叢
の
人
毛
あ
・
た
と
い
わ
れ
砺
・
こ
の
事
か
ら
・
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
労
働
護
び
職
人
に
広
汎
な
支
持
基
盤
が
あ
・
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
選
挙
結
果
の
分
析
か
ら
（
地
図
①
、
②
を
参
照
）
、
州
レ
ベ
ル
で
は
移
民
人
口
が
多
い
州
或
い
は
移
民
の
流
入
の

激
し
い
大
都
市
を
も
つ
州
で
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
市
民
に
よ
っ
て
既
に
体
欄
の
築
か
れ
て
い
る
東
部
、
南
部
の
州
に
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン

グ
党
の
得
票
が
伸
び
て
い
る
。
次
に
州
内
部
の
票
の
分
布
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
例
に
と
っ
て
分
析
し
て
み
よ
う
。
表
①
が
示
す
如
く
、
一
八

五
繭
年
、
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ン
グ
党
が
最
高
得
票
数
を
獲
得
し
た
カ
ウ
ン
テ
ィ
十
八
地
域
の
う
ち
、
十
一
カ
ウ
ン
テ
ィ
が
い
わ
ゆ
る
「
州
西
部
」
に

属
し
、
同
地
域
の
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
得
票
は
、
州
の
同
党
の
総
得
票
の
八
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
至
る
。
一
八
五
五
年
選
挙
に
お
い
て
は
、

同
党
の
勢
力
は
州
面
体
に
拡
大
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
州
西
部
に
お
い
て
、
折
か
ら
の
共
和
党
の
進
出
に
押
さ
れ
な
が
ら
も
八
茶
ウ
ン
テ
ィ

を
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
が
獲
得
し
、
共
和
党
が
同
党
と
接
戦
を
演
じ
た
地
域
は
十
四
カ
ウ
ソ
テ
ィ
に
上
る
の
で
あ
っ
た
。
キ
ン
グ
ス
、
エ
リ
ー

な
ど
移
民
人
口
の
占
め
る
比
率
の
高
い
地
域
に
お
い
て
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
票
が
伸
び
る
の
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
州
西
部

は
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
流
入
し
て
来
た
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
の
農
民
が
圧
倒
的
に
多
く
、
移
民
数
も
都
市
数
も
少
く
、
移
民
の
社

会
・
経
済
的
膿
は
さ
ほ
ど
影
響
の
な
い
磯
な
の
で
あ
勉
二
・
i
〒
ク
型
州
の
分
析
の
み
で
は
断
定
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
・
労

9　（323）



働
者
、
職
人
及
び
都
市
の
市
民
な
ど
直
接
移
民
の
影
響
の

及
ぶ
層
ば
か
り
で
な
く
広
く
農
村
を
も
含
む
支
持
基
盤
の

上
に
、
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ン
グ
党
は
立
脚
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

　
3
　
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
目
標

　
で
は
、
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ソ
グ
党
の
広
汎
な
基
盤
と
急
成
長

を
支
え
た
イ
シ
ュ
ー
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
節
で
は
、
　
一
八
五
五
年
に
出
さ
れ
た
同
党
の
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
綱
領
を
中
心
に
、
同
党
の
掲
げ
た
イ
シ
ュ
ー
の

分
析
を
試
み
た
い
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
綱
領
の
梗
概
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。
一
連
邦
第
一
主
義
、
二
犯
罪
人
及

び
貧
民
の
流
入
規
制
、
三
既
成
政
党
の
バ
ト
ロ
ネ
ッ
ジ
、

猟
官
綱
反
対
、
四
帰
化
法
の
抜
本
的
改
正
、
五
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
及
び
外
国
諸
勢
力
に
忠
誠
を
誓
う
人
々
の
政
治

進
出
阻
止
ー
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
市
民
に
よ
る
ア
メ
リ
カ

支
配
、
六
行
政
権
、
特
に
公
職
任
免
権
の
濫
用
防
止
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

七
教
育
に
お
け
る
宗
教
的
自
由
の
維
持
。

　
右
の
綱
領
に
お
い
て
第
一
に
注
際
す
べ
き
は
、
同
党
は

特
定
の
民
族
で
は
な
く
外
国
人
一
般
を
対
象
に
し
て
い
る

表①　N．Y，州におけるノーナッシング党（1854）

1854知事選1 1855　Cen：

アイルランド人人口

総人口
約3β％

　　590
　4．7　％

　　790
　8．7　cro

　　8　cro

　4．5　cro

　9．7　90

　8．5　9e

　8．4　cro

　　9　ero

　13．7　90

　4，7　90

　　6　cro

　5，3　ero

　7ユ％
　17．3　cro

15．4　90

1855　Census

帰化市昆の
有権者数

　613

　616

　74tl

　427

9，249

　642

　491

　961

　824

　599

　231

　487

　467

　450

1，032

　378

3，e67

アメリカ生まれの
市民の有権者数

9，271

8，e21

11，138

5，432

12，494

5，835

6，461

7，175

8，323

5，105

2，806

3，093

7，472

4，945

13，119

3，787

11，178

K．N。票／総投票

一

　2，620／7，091

　3，243／6，3e4

　4，519／8，946

　1，613／4，245

7，712／15，525

　2，360／5，079

　1，76e／5，124

　2，672／6，221

　3，148／7，242

　1，985／4，42e

　　638／1，892

　　789／2，193

　2，080／5，050

　1，493f4，e62

5，001／10，011

　1，408／3，061

　3，413／9，135

122，282f457，431

COUIユty x
＊Allegany

±・　Cattaraugus

rk・　Chautaugue

＊Chemung
＊Erie

＊Genesee

Greene

＊Livingston

＊Ontario

de，　Orleans

？utnam

　Roclcland

Suffoll〈

＊Seneca

＊Steuben

Warren

Westchester

N．　Y．　State

60　counties

　　　　　　　　　　　　　PYhig　A17na？zac，1855，　p．41，　N．　Y．　Oenstts（ゾエ855から作三成。

1，＊……「州西部」

2．1854年の知事選においてノーナッシング党が最：高得票をとったカウンティを対象。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（324）　10



大量移畏の流入とノーナッシング党（笹井）

と
い
う
点
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
対
す
る
反
発
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
か
し
、
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ビ
ジ
ー
等
、
当
時
の
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
派
の
書
物
に
も
随
所
に
ド
イ
ツ
人
へ
の
批
判
が
み
ら
れ
、
又
、
南
部
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
て
特
に
反
ド
イ
ツ
人
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
い
う
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ダ
イ
ク
の
指
摘
等
か
ら
も
、
同
党
が
特
定
の
民
族
を
対
象
に
し
て
い
た
の
で
は

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
ー
ソ
ス
ト
の
雷
う
「
経
済
的
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
」
の
観
点
に
立
つ
主
張
が
見
ら
れ
な
い
事
も
同

綱
領
の
特
色
と
言
え
よ
う
。
即
ち
一
八
四
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
盛
ん
に
叫
ば
れ
た
、
移
民
労
働
者
の
入
国
制
限
と
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者

の
保
護
を
求
め
る
璽
目
は
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
　
先
に
掲
げ
た
第
二
項
に
、
　
犯
罪
人
及
び
貧
民
の
流
入
規
制
と
い
う
項
目
は

み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
貧
民
と
は
救
貧
院
な
ど
公
私
の
慈
善
施
設
の
保
護
を
受
け
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
諸
政
府
が
負
担
軽
減
の
為
新
大
陸
に
送
り
こ

ん
だ
人
々
を
さ
す
の
で
あ
り
、
大
半
の
貧
し
い
移
民
労
働
老
は
こ
れ
に
は
該
当
し
な
い
。
一
八
五
五
年
の
テ
ネ
シ
ー
州
綱
領
の
第
一
項
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
貧
民
、
犯
罪
者
の
上
陸
は
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
が
、
正
直
で
勤
勉
な
外
国
人
は
歓
迎
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
む

し
ろ
こ
の
ブ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
綱
領
の
第
二
項
は
、
経
済
的
観
点
か
ら
の
移
民
規
制
と
い
う
よ
り
、
種
々
の
社
会
昏
夢
に
対
す
る
憂
慮
か
ら
生

ま
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
般
の
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
運
動
は
、
し
ば
し
ば
移
民
制
限
、
移
民
排
斥
運
動
と
総
称
さ
れ
る
が
、
移
民
攻
撃

と
移
民
規
制
の
要
求
と
は
必
ず
し
も
同
義
で
は
な
く
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
い
わ
ゆ
る
移
民
制
限
運
動
と
は
一
線
を
画
す
の
で
あ
る
。

　
前
節
で
述
べ
た
如
く
労
働
者
及
び
職
人
を
基
盤
に
持
ち
、
し
か
も
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ソ
グ
党
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
諸
論
文
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

常
に
移
民
労
働
者
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
へ
の
圧
迫
を
論
じ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
移
民
制
限
は
同
党
の
綱
領
に
は
掲
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
事
実
か
ら
、
よ
り
広
汎
な
支
持
者
層
を
獲
得
し
得
る
他
の
イ
シ
ュ
…
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
観
点
か
ら
、
さ

ら
に
同
党
の
州
綱
領
の
若
干
の
分
析
を
試
み
た
い
。
一
八
五
五
年
、
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ソ
グ
党
の
指
導
者
の
一
人
、
J
・
バ
…
カ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
の
党
基
本
方
針
と
し
て
次
の
五
点
を
挙
げ
て
い
る
。
一
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
市
民
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
支
配
、
一
一
連
邦
第
一
主
義
、
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

教
皇
の
ア
メ
リ
カ
政
治
へ
の
介
入
阻
止
、
四
帰
化
法
の
抜
本
的
改
正
、
五
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
聖
書
に
よ
る
教
育
。
又
、
同
年
の
コ
ネ
テ

・
カ
・
ト
州
の
綱
領
も
・
上
述
の
綱
領
に
貧
民
・
罪
人
の
移
民
調
限
が
架
ら
れ
て
い
る
の
み
で
嚢
は
な
個
故
に
・
フ
・
ラ
デ
ル
フ
・
ア
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綱
領
及
び
州
綱
領
を
み
る
限
り
に
お
い
て
、
差
樽
の
具
体
的
運
動
亀
鑑
は
、
　
一
帰
化
法
の
根
本
的
改
正
、
　
ニ
ア
メ
リ
ヵ
生
ま
れ
の
市
民
に
よ

る
ア
メ
リ
カ
支
配
、
三
教
育
に
お
け
る
プ
窟
テ
ス
タ
ン
ト
聖
書
の
強
制
、
　
の
三
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
八
五
四
年
に
ノ

ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
作
成
し
た
同
党
党
員
の
か
わ
す
門
誓
約
」
に
お
い
て
は
、
党
員
に
な
る
に
は
「
秘
密
を
守
り
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
市
民

に
よ
る
ア
メ
リ
カ
支
配
に
同
意
し
な
い
政
治
家
に
は
投
票
し
な
い
」
事
を
、
さ
ら
に
党
員
が
選
挙
に
出
馬
す
る
際
は
、
　
「
す
べ
て
の
外
国
人
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

び
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
を
公
職
か
ら
排
除
す
る
」
事
を
誓
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
又
、
一
，
八
五
六
年
の
全
国
協
議
会
に
お

い
て
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
の
代
表
で
あ
る
パ
ー
キ
ン
ス
が
、
「
ア
メ
リ
カ
党
に
重
要
な
論
点
は
、
『
帰
化
法
の
抜
本
的
改
正
』
と
『
ア
メ
リ
カ
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ま
れ
の
市
民
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
支
配
』
の
二
点
の
み
で
あ
る
し
と
発
呈
し
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
前
記
の
三
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
の
論
点
の
「
帰
化
法
の
改
正
」
と
は
、
市
民
権
取
得
に
必
要
と
さ
れ
た
五
年
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
居
住
年
限
を
二
十
一
年
に
延
長
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
と
い
う
案
で
あ
る
。
あ
る
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
員
は
帰
化
法
改
正
の
意
図
を
、
　
「
民
主
主
義
政
府
の
機
構
を
理
解
さ
せ
る
」
こ
と
に
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
二
十
一
年
と
は
ア
メ
リ
カ
市
民
が
生
ま
れ
て
か
ら
投
票
権
獲
得
ま
で
に
要
す
る
年
数
で
あ
り
、
移
民
が
工
十
一
年
間
に
完
全
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

「
ア
メ
リ
カ
入
」
と
な
っ
た
後
、
市
民
権
が
付
与
さ
れ
る
べ
き
だ
と
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ー
グ
党
は
再
三
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
帰
化
法
改
正
の
意
図
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
S
・
ダ
グ
ラ
ス
は
、
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ン
グ
党
が
市
属
権
の
中
で
も
投
票
権
に
重
点
を
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
て
い
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
「
（
彼
ら
は
）
帰
化
法
に
よ
っ
て
移
民
の
投
票
を
規
制
せ
ん
と
試
み
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
又
、

同
党
を
批
判
す
る
あ
る
論
説
は
、
二
十
一
年
間
も
の
延
長
は
、
権
利
を
認
め
な
い
事
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、
　
「
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
目
標
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

外
国
人
の
政
治
的
資
格
の
剥
奪
で
あ
る
」
と
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
自
ら
、
帰
化
法
改
正
の
重
要
な
理
由
は
、
　
「
彼
ら
（
移

民
）
が
集
団
で
投
票
す
る
事
に
よ
り
、
政
治
家
や
教
会
の
道
具
と
な
っ
て
い
る
」
点
で
あ
る
と
、
帰
化
法
の
改
正
と
移
民
の
投
票
権
と
の
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
述
の
如
く
、
帰
化
法
の
改
正
が
移
民
の
投
票
に
対
す
る
批
判
を
前
提
に
説
か
れ
て
い
る
事
か
ら
、
ノ
ー
ナ
ヅ
シ

ン
グ
党
は
、
帰
化
法
の
改
正
に
よ
り
移
民
の
投
票
に
よ
る
政
治
参
加
を
制
限
す
る
意
図
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（326） 12



大量移民の流入とノーナッシング党（笹井）

　
さ
ら
に
、
第
二
点
の
「
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
市
民
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
支
配
」
は
、
帰
化
法
の
改
正
に
関
し
て
得
た
推
論
を
強
め
る
と
い
え
よ

う
。
即
ち
、
第
二
の
論
点
は
、
そ
の
字
義
の
如
く
、
地
方
政
治
、
全
国
政
治
を
問
わ
ず
公
職
か
ら
外
国
人
を
排
除
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
移
民
の
政
治
参
加
阻
止
の
意
図
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
単
な
る
意
図
に
は
終
ら
な
か
っ
た
。
各
州
に
お
い
て
、

帰
化
法
の
改
正
、
読
み
書
き
能
力
を
選
挙
権
獲
得
の
条
件
と
す
る
法
案
が
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
に
よ
っ
て
出
さ
れ
、
一
八
五
六
年
、
サ
ウ
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
で
は
選
挙
権
獲
得
に
は
、
市
民
権
を
得
た
後
二
年
同
州
に
居
住
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
法
案
が
可
決
、
又
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

帰
化
市
民
は
公
職
か
ら
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
本
章
第
一
節
で
述
べ
た
十
九
世
紀
前
半
の
反
移
民
論
の
論
点
が
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
に
引
き
継
が
れ
、
そ
れ
に
基
づ
く
反
移
民
感
情
が
同
党

の
根
底
に
流
れ
て
い
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
先
に
挙
げ
た
同
党
の
具
体
的
目
標
の
第
三
点
で
あ
る
「
教
育
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

書
の
強
制
」
は
、
一
八
四
〇
年
代
の
論
争
を
受
け
継
い
で
お
り
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
感
情
の
根
強
さ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
反
カ
ト
リ
ヅ
ク
感
情
も
、
同
党
に
お
い
て
は
、
　
「
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
会
に
よ
る
政
治
へ
の
進
出
阻
止
」
の
観
点
か
ら
、
よ
り
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

く
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ン
グ
党
は
移
民
の
政
治
参
加
制
限
を
主
眼
に
、
十
九
世
紀
前
半
の
反
移
畏

運
動
を
集
約
し
て
成
立
し
た
と
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

①
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国
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一
八
四
九
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
発
刊
さ
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
週
刊
紙
。

　
大
別
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
系
と
急
進
的
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
運
動
派
と
に
分
類
さ
れ

　
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
諸
新
聞
の
・
甲
で
、
比
較
的
、
中
間
的
位
澱
を
保
持
し
て
多
く

　
の
支
持
を
集
め
た
。
故
に
、
同
紙
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
の
動
向
を
知
る
有
力

　
な
手
懸
り
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
　
（
　
囚
み
に
、
一
八
六
四
年
の
発
行
部
数
は
三
万

　
と
い
わ
れ
る
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表②　19世紀の合衆国への移民の流入
（Tlioysana）
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⑦

き
強
制
の
下
で
、
　
「
ア
メ
リ
カ
に
行
け
ば
職
が
あ
る
」
と
信
じ
、
全
財
産
を
投
げ
出
し
、
或
い
は
借
金
を
し
て
船
に
乗
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
、

当
時
の
移
民
の
多
く
は
港
に
着
い
た
時
、
ほ
と
ん
ど
所
持
金
が
な
く
、
見
知
ら
ぬ
土
地
の
慣
れ
ぬ
都
会
で
彼
ら
が
頼
れ
る
の
は
同
郷
の
人
々
の

み
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
港
の
近
く
の
都
斎
で
同
郷
の
人
々
と
肩
を
寄
せ
合
い
、
都
市
内
部
に
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
地
区
」
「
ド
イ
ツ
人
地
区
」

と
い
っ
た
移
民
地
区
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
2
　
都
布
の
移
民

　
前
節
で
述
べ
た
如
く
、
こ
の
時
期
の
移
民
の
特
色
の
一
つ
は
都
市
へ
の
流
入
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
強
い
北
部
大

西
洋
岸
に
お
い
て
、
都
市
へ
の
流
入
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
故
に
本
節
で
は
都
市
の
移
民
に
焦
点
を
絞
り
、
彼
ら
の
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
状

況
を
論
じ
た
い
。

　
手
に
職
を
持
た
な
い
外
國
人
、
と
り
わ
け
農
民
が
ア
メ
リ
カ
の
諸
都
市
に
お
い
て
条
件
の
良
い
職
を
見
出
す
機
会
が
稀
で
あ
っ
た
こ
と
は
容

易
に
推
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
に
残
さ
れ
た
仕
事
と
い
え
ば
、
各
種
建
設
の
手
伝
い
、
港
湾
労
働
、
公
共
土
木
事
業
な
ど
の
日
雇
の
筋
肉

労
働
が
大
部
分
で
あ
り
、
婦
女
子
の
多
く
は
家
内
使
用
人
、
御
針
子
と
し
て
家
計
を
助
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
都
市
内
部
で
職
を
得
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
な
い
人
々
は
、
出
稼
労
働
老
と
し
て
運
河
、
鉄
道
建
設
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
「
ア
イ
リ
ッ

　
　
　
　
　
⑨

シ
ュ
・
ニ
ガ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
筋
肉
労
働
者
の
大
半
を
占
め
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
移
住
案
内
書
は
次
の
よ
う
に
そ
の
様
子
を
記
し
て

い
る
。
　
「
誰
が
ア
メ
リ
カ
の
運
河
を
堀
り
、
鉄
道
の
基
礎
を
築
い
た
の
か
。
…
…
そ
れ
は
例
外
な
く
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
旦
麗
労
働
者
の
働
き
で

　
⑩

あ
る
」
、
と
。
合
衆
国
に
と
っ
て
、
一
八
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
の
移
民
流
入
は
安
価
な
労
働
力
の
大
蚤
流
入
を
意
味
し
、
折
か
ら
の
「
鉄
道

熱
」
を
象
微
と
す
る
産
業
革
命
の
急
速
な
進
展
を
担
う
労
働
者
と
し
て
、
多
く
の
外
国
移
民
は
職
業
階
層
の
最
底
辺
に
組
込
ま
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
し
か
し
な
が
ら
、
　
「
産
業
の
発
展
が
移
民
の
増
加
に
追
い
つ
か
ず
、
競
争
は
激
化
し
、
労
働
者
は
貧
困
の
度
を
深
め
つ
つ
あ
る
」
と
、
～
八

五
五
年
に
あ
る
連
邦
議
員
が
指
摘
し
た
如
く
、
飛
躍
的
な
経
済
成
長
と
い
え
ど
も
毎
年
大
量
に
流
入
す
る
移
民
労
働
力
を
吸
収
す
る
事
は
困
難
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で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
都
市
部
で
は
労
働
力
過
剰
の
状
態
に
陥
り
、
彼
ら
の
労
働
条
件
は
悪
化
す
る
一
方
と
な
っ
た
。
既
に
一
八
四
三
年
、

R
・
エ
マ
ソ
ソ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
労
働
者
の
状
況
に
関
し
、
H
・
ソ
ー
狽
1
に
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。
　
「
哀
れ
な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

人
は
、
日
に
六
十
或
い
は
五
十
セ
ン
ト
で
朝
暗
い
内
か
ら
夜
暗
く
な
る
ま
で
、
黒
人
奴
隷
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
。
だ
が
、
毎
日
の
よ
う
に
新

し
い
応
募
者
が
控
え
て
い
る
為
、
彼
ら
の
賃
金
は
家
族
を
養
え
な
い
よ
う
な
額
に
ま
で
さ
が
り
つ
つ
あ
る
。
彼
ら
に
は
一
体
如
何
な
る
改
善
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

法
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
、
と
。
低
賃
金
に
過
酷
な
労
働
条
件
、
不
安
定
な
雇
用
と
い
う
の
が
、
希
望
を
持
っ
て
海
を
渡
っ
て
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
移
民
の
多
く
が
直
面
し
た
状
況
で
あ
っ
た
。
流
動
的
社
会
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的
上
昇
を
果
た
し
た
移
民
は
少
数
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

大
半
の
都
市
の
移
民
は
、
あ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
「
奴
隷
よ
り
悲
惨
な
」
生
活
に
追
わ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
か
ろ
う
。

　
都
市
の
急
造
の
安
ア
パ
ー
ト
に
は
地
下
室
か
ら
屋
根
裏
ま
で
移
民
が
濫
れ
ん
ぱ
か
り
で
、
一
部
屋
十
人
と
い
う
の
も
珍
し
く
は
な
か
っ
た
。

ア
パ
ー
ト
の
周
囲
に
は
工
場
や
屠
殺
場
が
立
ち
並
び
、
部
屋
に
は
、
風
も
光
も
殆
ど
入
ら
ず
、
十
分
な
上
下
水
道
設
備
も
家
財
道
具
も
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
う
生
活
を
、
多
く
の
新
来
移
民
は
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
彼
ら
に
と
っ
て
、
息
ぬ
き
は
母
国
語
の
通
じ
る
酒
場

や
教
会
で
の
人
々
と
の
語
ら
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
同
郷
の
入
々
の
集
ま
り
か
ら
、
社
交
組
織
が
、
そ
し
て
経
済
援
助
組
織
が
生
ま
れ
て
来
る
。

即
ち
、
ス
ラ
ム
街
に
住
む
労
働
者
と
い
う
共
通
の
基
盤
を
中
心
に
各
民
族
集
団
内
に
金
融
、
福
祉
機
関
、
学
校
な
ど
が
っ
く
ら
れ
、
十
九
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

末
に
は
「
社
会
の
中
の
社
会
」
と
民
族
集
団
が
呼
ば
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
ハ
イ
ア
ム
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
移
民
は
「
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

的
な
工
業
化
時
代
の
生
活
様
式
を
形
成
す
る
事
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
都
市
と
は
い
っ
て
も
、
十
九
世
紀

後
半
の
都
市
化
の
時
代
に
比
較
す
る
な
ら
ば
、
格
段
の
差
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
未
熟
な
都
市
の
中
で
、
ス
ラ
ム
街
に
お
け
る
民
族
集
団
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

会
と
い
う
、
以
後
の
移
民
に
共
通
す
る
生
活
様
式
の
端
緒
を
示
し
た
「
ゲ
ッ
ト
ー
の
開
拓
老
」
と
し
て
、
十
九
世
紀
中
葉
の
都
市
に
お
け
る
移

罠
を
位
置
付
け
得
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
①
翼
．
〈
．
》
。
。
ω
o
白
ぼ
ざ
．
、
国
。
℃
o
詳
。
｛
簿
。
ω
o
冨
g
O
o
ヨ
8
【
ヰ
①
0
8
ぎ
く
①
ω
鉱
σ
q
暮
①
周
円
窪
牙
郎
℃
o
三
国
巨
o
q
鑓
導
勺
ρ
ω
ω
曾
σ
q
⑦
諺
．
、
¢
Q
。
ら
。
。
）
．
o
諸
詳
p
g
o
O
貯
〉
σ
σ
g
ρ
o
賢

（332） 18



大量移民の流入とノーーナッシング党（笹井）

　
亀
飾
や
日
ω
持

②
匿
σ
q
簿
ゲ
O
。
房
・
ρ
跨
び
。
諜
層
。
》
ミ
ニ
署
．
G
。
N
。
。
ゐ
ω
O
よ
り
算
出
。

③
　
H
。
。
朝
O
O
①
建
白
噛
§
暗
ミ
ミ
§
ミ
⑨
お
器
層
℃
．
鴇
9

④
さ
§
さ
券
O
ミ
吻
舘
＆
嵩
篭
五
大
都
市
と
は
、
累
K
■
Ω
け
ざ
嘩
。
図
O
淳
ざ

　
切
8
0
巨
讐
層
涛
。
。
冨
簿
韓
噛
国
灘
巴
ρ

⑤
　
9
σ
ω
o
p
愚
■
ミ
こ
唱
■
類
「
麟
9
昌
巳
旦
愚
●
ミ
こ
や
潔
ω
噛
O
＜
o
高
覧
＾
ρ
。
》

　
無
卦
や
＝
．

⑥
H
契
や
U
o
芭
ど
§
恥
N
ミ
ヤ
四
蔚
｝
、
§
馬
9
ミ
ミ
（
δ
胡
）
噂
や
戯
ρ

⑦
こ
の
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
背
景
に
関
し
て
は
、
℃
三
H
首
8
㊤
覧
。
お
R
5
Q

　
窯
無
§
ミ
§
窒
ミ
（
お
謡
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
又
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
に
闘

　
し
て
は
、
｝
葺
。
置
ω
o
三
富
さ
N
§
N
§
ミ
§
ミ
ミ
馬
」
ミ
ミ
鳶
§
肉
ミ
喧
、
ミ
篤
§
”

　
㎏
象
？
遣
8
篇
霧
◎
Q
）
が
詳
し
い
。

⑧
日
p
胤
。
さ
。
》
ミ
こ
弓
℃
レ
課
ー
ド
誤
層
≦
簿
搾
ρ
愚
’
ミ
ニ
や
8
噂
℃
や
ω
軒
ω
。
。
．

　
因
み
に
、
一
八
六
〇
年
の
ボ
ス
ト
ン
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
労
働
者
の
六
〇
パ
ー
セ

　
ン
ト
が
一
p
ぴ
。
拓
屋
で
あ
り
、
市
の
一
筈
。
お
話
の
約
八
割
が
外
国
人
で
あ
る
。

　
頃
ρ
昌
巳
冒
再
診
．
無
｝
8
9
ぼ
¢
×
H
H
押
×
H
〈
．

⑨
≦
葺
幕
℃
愚
』
罫
や
ω
心
■

三
　
ア
メ
リ
カ
政
治
と
移
民

⑩
O
巴
く
貯
O
o
洋
。
p
さ
§
ミ
、
ミ
尊
ミ
偽
§
ミ
偽
瓢
。
鼠
ミ
恥
楠
、
焼
ミ
P
9
乙
8
噌

　
同
。
。
ω
卜
。
「
話
鞍
貯
8
0
ヨ
お
①
り
）
サ
や
袋
．

⑭
　
．
、
ω
需
①
9
0
｛
P
該
．
丙
臨
ま
。
｛
m
o
舞
7
0
母
。
賦
奉
冒
夢
。
鵠
。
霧
⑩
o
囲

　
男
⑦
唱
こ
猿
戸
ω
り
H
Q
。
笥
、
、
嚇
守
唱
曲
臥
ミ
ミ
尋
§
切
。
堂
島
ρ
お
綬
”

⑫
o
り
富
喜
雪
↓
9
冨
ω
鉾
。
量
℃
。
妃
ミ
受
§
同
等
£
義
偽
9
㊤
①
、
一
）
魑
署
レ
Φ
凸
ρ

⑬
　
μ
ρ
σ
自
魯
ω
の
賃
金
は
、
一
日
受
皿
～
～
二
一
五
ボ
ル
。
し
か
し
求
職
が
求
人
を

　
上
回
っ
た
り
、
不
況
の
際
に
は
容
易
に
下
が
り
、
一
八
五
七
年
に
は
一
日
七
五
セ

　
ソ
ト
に
ま
で
下
が
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
尚
、
当
時
、
家
族
五
人
の
最
低
生
活
費
は
、

　
週
十
ド
ル
で
あ
っ
た
。
8
ρ
覧
。
び
。
》
ミ
こ
℃
9
嵩
伊
↓
ぴ
霞
痛
心
。
β
§
．
ミ
こ

　
唱
■
ド
G
。
”
頴
塁
亀
凶
p
愚
ミ
鐘
噂
や
＝
．

⑭
寄
帖
怨
込
ミ
ミ
勘
§
3
と
超
。
。
押
H
。
。
錘
投
書
よ
り
。

⑮
U
o
ご
p
鼻
竃
赴
℃
9
。
。
押
鴇
窪
a
凶
p
信
ミ
．
、
℃
」
8
・

⑯
目
窪
象
p
愚
．
ミ
こ
や
ミ
①
。

⑰
旨
。
ぎ
田
㈹
冨
壼
．
．
円
ぎ
H
ヨ
良
σ
q
鑓
江
8
冒
〉
ヨ
。
凱
。
磐
震
。
。
8
回
）
♂
．
、
の
§
恥

　
↓
ぎ
題
ご
さ
（
お
朗
）
、
や
ト
。
b
。
。

⑱
9
壽
魯
8
い
蜜
。
9
曄
Φ
審
§
馬
さ
、
§
b
ミ
落
。
ミ
§
」
こ
ミ
帖
ミ
（
お
♂
）
旨

　
℃
．
①
．

　
　
　
　
エ
　
ス
　
ニ
　
ツ
ク
・
ボ
ー
ト

　
一
　
「
民
　
族
　
　
票
」

　
前
章
に
お
い
て
概
述
し
た
移
民
の
状
況
、
と
り
わ
け
安
価
な
労
働
力
と
移
民
の
住
む
ス
ラ
ム
街
は
、
社
会
問
題
及
び
経
済
問
題
に
お
け
る
反

移
民
感
情
の
温
床
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
反
移
民
運
動
を
集
約
す
る
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
、
単
な
る
ス
ラ
ム
改
善
運
動
に
は
終
ら
ず
、

又
、
移
罠
制
限
を
声
高
に
要
求
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
故
、
本
章
で
は
移
民
の
政
治
参
加
制
限
の
要
求
の
背
景
を
探
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
基
盤
で
あ
る
東
部
及
び
南
部
の
、
移
民
と
ア
メ
リ
カ
政
治
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
て
み
た
い
。
移
民
と
政
治
と
の
関
わ
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表③　N．Y．市の移民地区と民族票

アメリカ生まれの
布昆の多い区

第・区｛第・区i第15区

帰化市民の多い区

第・区be・区i第・区i第・・区／ai・4区
N．Y．市
（全22区）

人

口

（1855）

議あ篠翻の1　46・i7957・1922i　686移763iL246i・・6gi　…331　・・…

媛化榔有瀦・2，・・41・綱・45・1・2631…21　・・9S・16941・9761職

爾奨権未取得の外i232，678i・・，062｝1・）・785ii3・O・Oi2・・237　1・）・27512・76519・34g17・406

撃奏感謝一，7．，。｝46。146。142％し膀」36％｝、。、％k，．、％；26％
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6
　
　
0
0
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選
挙
得
票
数
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@　　　K．N．＊

@　　　Democrats

17，771

P9，922

S1，913

　116

@264

P，463

　286

@215

Q，亘88

　294

@229

Q，357

　903

P，275

R，434

　454

@473

Q，291
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　　　　　　　　N．　Y．　Censtts　of　1855　p，

1．＊Know　Nothing　Partyの略。

2．1852年には全ニューヨーク市20区。

8，PVhig　Aknanao，1853，　p．37，1857，　p．47　よりfiF成。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

り
、
或
い
は
移
民
の
政
治
参
加
と
は
、
第
一
に
移
民
に
よ
る
投
票
権
の
行
使
を

意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
帰
化
市
民
の
投
票
行
動
に
関
し
て
は
、
彼
ら
の
民
族
毎

の
集
団
投
票
、
即
ち
「
民
族
票
」
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
お
り
、
近
年
の
S
・
ヘ
イ
ズ
等
の
「
民
族
・
文
化
的
分
析
」
の
提
唱
に
よ
り
、

と
り
わ
け
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
で
は
、
一
八
五

〇
年
代
、
　
「
民
族
票
」
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
又
、
し
た
と
す
れ
ば
ど
れ

程
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
最
も
移
民
人
口
が
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
い
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
を
例
に
と
っ
て
一
入
五
〇

年
代
の
移
民
の
政
治
行
動
の
一
端
を
探
り
た
い
。

　
選
挙
権
を
獲
得
し
た
帰
化
市
民
は
、
一
八
五
〇
年
代
に
入
っ
て
急
増
し
、
一

八
五
五
年
に
は
全
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
有
権
者
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
帰
化
市

民
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
ニ
ェ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
は
、
外
国
生
ま
れ
の
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

権
者
が
市
の
有
権
者
の
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
お
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
み
で
は
市
有
権
者
の
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
区
単
位
の
統
計
に
よ
る
と
、
表
⑧
が
示
す
如
く
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
地

区
と
い
わ
れ
る
第
四
、
第
六
区
及
び
ド
イ
ツ
人
の
多
い
第
十
一
、
第
十
七
区
に

お
い
て
は
、
区
有
権
者
の
過
半
数
が
外
国
人
で
あ
っ
た
。
帰
化
市
罠
の
票
は
そ

の
数
と
共
に
一
定
地
域
へ
の
集
中
に
よ
り
、
一
層
の
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
上
、
一
入
四
〇
年
代
末
か
ら
一
八
五
〇
年
代
初
め
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
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　地図③　ニューヨーク市の移民地区（1860 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ホ
イ
ヅ
グ
、
民
主
両
政
党
は
、
各
々
党
内
の
派
閥
争
い
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
勢
力
を
ほ
ぼ
拮
抗
状
態
に
保
っ
て
い
た
。
故
に
、
　
「
我
々
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
、
選
挙
の
際
の
均
衡
を
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
『
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
紙
が
指
摘
す
る
如
く
、
新

し
く
急
増
し
つ
つ
あ
る
移
民
は
、
両
政
党
に
と
っ
て
新
勢
力
開
拓
の
絶
好
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
帰
化
市
民
の
票
の
争
奪

戦
は
選
挙
の
常
套
手
段
と
な
っ
た
。
　
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
友
」
で
あ
る
ホ
イ
ヅ
グ
党
の
大
統
領
候
補
ス
コ
ッ
ト
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
の
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

入
を
奨
励
す
る
民
主
党
候
補
ピ
ア
ス
と
の
一
八
五
二
年
の
大
統
領
選
は
、
そ
の
代
表
的
事
例
で
あ
ろ
う
。
同
年
、
　
『
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ク
・
レ
ヴ

ュ
ー
』
誌
は
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
　
「
誰
も
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
ち
や
ほ
や
し
て
い
る
1
正
に
選
挙
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
祭
り

⑨だ
」
、
と
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
み
が
選
挙
戦
の
対
象
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
両
党
と
も
に
ド
イ
ツ
語
の
パ
ン
フ
レ

ヅ
ト
を
配
布
し
、
　
一
八
四
八
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
革
命
を
讃
美
し
、
各
民
族
団
体
の
ア
メ
リ
カ
で
の
祖
国
独
立
運
動
を
支
援
す
る
等
、
移

民
の
祖
国
へ
の
忠
誠
心
及
び
各
民
族
集
団
聞
の
宗
教
的
反
目
を
利
用
し
て
票
を
集
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
両
政
党
共
に
、
帰
化
市
民
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
民
族
集
団
と
し
て
把
握
せ
ん
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

）
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政
党
側
は
、
集
団
票
と
し
て
の
「
民
族
票
」
を
期
待
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
政

党
の
接
近
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

系
市
民
は
如
何
な
る
反
応
を
示
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
一

八
五
三
年
、
　
『
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
紙
は

「
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
市
民
の
）
千
人
の
内
九
九
九
人
は

民
主
党
を
支
持
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

系
市
民
に
一
層
の
民
主
党
支
持
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
選

挙
結
果
は
、
表
③
、
④
が
示
す
如
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

21 （335）



人
の
多
い
地
区
で
は
民
主
党
が
強
さ
を
発
揮
し
て
い
る
事
を
証
明
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
　
「
民
族
票
」
と
し
て
の
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
無
芯
」
が
、

民
主
党
の
支
持
基
盤
の
一
角
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
関
す
る
考
察
か
ら
、
一
八
五
〇
年
代
に
お
い
て
「
民
族
票
」
が
選
挙
に
影
響
力
を
持
ち
得
た
と
結
論
し
た
が
、
そ
れ
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
特
異
な
現
象
で
は
な
か
っ
た
。
D
・
ク
ラ
ー
ク
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

も
民
主
党
を
支
持
し
、
市
政
へ
の
、
又
、
民
主
党
へ
の
影
響
力
は
大
き
く
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ァ
州
民
主
党
の
里
馬
の
指
導
老
グ
ル
ー
プ
は
ア
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ル
ラ
ン
ド
人
の
進
出
を
拒
ん
で
党
か
ら
離
脱
す
る
程
で
あ
っ
た
。
又
、
○
・
ハ
ン
ド
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
二
大
政
党
が

分
裂
状
態
に
あ
る
中
で
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
票
」
は
多
大
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
一
八
五
〇
年
代
初
頭
、
フ
リ
ー
・
ソ
イ
ラ
ー

派
の
提
出
し
た
ボ
ス
ト
ン
帯
政
改
革
案
が
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
票
」
の
頑
強
な
抵
抗
に
よ
り
一
旦
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
事
実
は
、
市
民
に
「
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

イ
ル
ラ
ソ
ド
人
票
」
の
存
在
を
明
示
す
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
比
較
的
移
民
の
少
い
南
部
に
お
い
て
も
、
　
「
ド
イ
ツ
人
票
」
を
中
心
と
す

る
「
罠
族
票
」
が
両
政
党
の
勢
力
関
係
を
左
右
し
得
る
影
響
力
を
有
し
て
い
た
と
、
既
に
W
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ダ
イ
ク
が
指
摘
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
外
国
人
が
人
口
の
半
数
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
を
も
つ
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
、
全
人
口
の
墨
継
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
外
国

人
が
影
響
力
を
持
ち
、
一
八
五
四
年
に
は
ド
イ
ツ
系
市
民
の
支
持
す
る
候
補
が
市
選
で
激
戦
を
行
っ
た
ミ
ズ
ー
リ
州
な
ど
が
、
そ
の
顕
著
な
例

　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
あ
ろ
う
。
又
、
本
論
の
及
ぶ
範
囲
で
は
な
い
が
、
中
西
部
の
ド
イ
ツ
人
と
共
和
党
と
の
関
わ
り
も
従
来
よ
り
論
じ
ら
れ
て
い
る
等
、
一
八
五

〇
年
代
の
移
民
は
、
　
「
民
族
票
」
を
通
し
て
、
市
、
州
政
治
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
政
治
に
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
連
邦
レ
ベ
ル
に
は

至
ら
な
い
ま
で
も
、
　
「
民
族
票
」
を
背
景
と
す
る
移
民
の
地
方
政
治
に
お
け
る
影
響
力
は
看
過
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
2
　
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
票
」
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
政

　
前
節
に
お
い
て
、
　
一
八
五
〇
年
代
の
移
民
は
「
民
族
票
」
を
通
し
て
政
治
に
参
加
し
た
と
述
べ
た
が
、
民
族
集
団
は
、
集
団
投
票
に
よ
っ
て

具
体
的
に
は
如
何
な
る
要
求
を
提
起
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
を
通
し
て
、
移
民
と
当
時
の
政
治
と
の
関
わ
り
を
探
り
た
い
。
S
・
ヘ
イ
ズ
ら
の
「
民
族
・
文
化
的
分
析
」
に
よ
れ
ば
、
　
「
民
族
票
」
は
、
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皇
族
間
の
文
化
的
・
宗
教
的
反
目
の
意
思
表
示
と
さ
れ
て
い
殉
・
確
か
に
・
先
述
の
両
政
党
の
選
挙
戦
術
は
・
ア
メ
リ
カ
政
治
に
関
す
る
イ

シ
ュ
ー
と
い
う
よ
り
は
、
各
民
族
集
団
の
母
国
に
関
す
る
問
題
及
び
宗
教
的
問
題
で
移
民
を
融
き
つ
け
よ
う
と
す
る
等
、
S
・
ヘ
イ
ズ
等
の
分

析
と
同
じ
前
提
に
立
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
岡
様
の
選
挙
戦
術
を
と
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
何
故
民
主
党
を
選
択
し
た
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、

ホ
イ
ッ
グ
党
が
十
八
世
紀
宋
以
来
の
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
と
い
う
事
実
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

一
八
四
〇
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ホ
イ
ヅ
グ
党
は
、
W
・
シ
ュ
ワ
ー
ド
を
中
心
に
む
し
ろ
新
来
移
民
の
支
持
を
得
よ
う
と
す
る
方
策
を
と
っ
て

い
る
事
か
ら
、
一
概
に
「
ホ
イ
ヅ
グ
党
1
ー
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
」
と
は
雷
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
　
『
ア
イ
リ
ヅ
シ
ュ
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
紙
の
分
析
に
耳
を
傾
け
た
い
。
同
紙
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
の
民
主
党
支
持
の
理
由
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
我
々
は
、
ホ
イ
ッ
グ
党
と
民
主
党
の
間
の
理
論
的
、
戦
術
的
差
違
な
ど
考
慮
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

イ
ッ
グ
党
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
候
補
老
を
指
名
し
な
い
限
り
、
移
民
の
票
を
期
待
す
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
」
、
と
。
同
紙
に
よ
れ
ば
、
彼

ら
が
望
む
事
は
、
何
よ
り
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
政
治
家
、
市
職
員
を
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
、
単
な
る
個
人
的
バ
ト
ロ
ネ
ッ
ジ
や
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

会
的
上
昇
の
問
題
で
は
な
い
。
　
「
適
切
な
割
合
で
、
立
法
、
司
法
、
行
政
の
各
部
門
に
各
民
族
の
代
表
が
入
る
べ
き
だ
」
　
「
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ

で
は
人
口
の
三
分
の
一
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
の
に
、
十
人
し
か
公
職
に
つ
い
て
い
な
い
。
ド
イ
ツ
人
は
適
当
な
割
合
の
代
表
を
出
し
て

い
る
の
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
は
無
視
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
一
連
の
論
調
が
示
す
如
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
集
団
の
代
表
者
を
政
界
に
送
り

込
む
事
に
よ
っ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
集
団
の
政
治
参
加
が
可
能
に
な
る
と
同
紙
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
紙
が
指
摘
す
る
如
く
、
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
民
主
党
は
、
そ
の
よ
う
な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
の
要
求

を
察
知
し
て
い
た
。
同
党
は
、
各
事
毎
に
酒
場
な
ど
移
民
の
社
交
場
を
中
心
と
す
る
委
員
会
を
設
置
、
タ
マ
ニ
ー
・
ホ
ー
ル
に
あ
る
中
央
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

会
に
各
委
員
会
の
代
表
を
参
加
さ
せ
る
と
い
う
方
式
を
と
っ
て
ス
ラ
ム
街
に
浸
透
し
、
下
部
か
ら
の
組
織
化
に
力
を
入
れ
た
。
さ
ら
に
一
方
で

着
実
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
候
補
者
を
出
し
、
一
八
五
二
年
の
大
統
領
選
後
の
組
閣
で
は
、
ピ
ア
ス
が
初
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
閣
僚
と
し
て
J
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㊧

・
キ
ャ
ソ
ベ
ル
を
郵
政
長
官
に
任
命
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
　
『
ア
イ
リ
ヅ
シ
ュ
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
紙
一
紙
の
分
析
の
み
で
は
、
速
断
は
避

け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
ニ
ュ
ー
望
ー
ク
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
集
団
は
、
　
っ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
票
」
を
通
し
て
同
集
団
の
代
表
老
を
政
界
、
公
職

に
送
り
込
む
事
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
政
治
へ
の
参
加
を
意
図
し
、
そ
の
要
求
に
応
じ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
民
主
党
が
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
票
」

を
獲
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
で
は
、
政
治
へ
の
参
加
や
進
出
を
求
め
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
は
、
政
治
に
何
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
全
国
政
治
の
最
大
の
争

点
は
、
奴
隷
三
密
題
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
全
国
選
挙
と
り
わ
け
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
奴
隷
剃
問
題
が
「
民
族
票
」
の
形
成
の
一
因

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
目
さ
れ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
各

紙
は
、
爾
北
戦
争
勃
発
直
前
ま
で
、
奴
隷
制
は
道
徳
的
に
悪
で
あ
る
が
、
北
部
の
介
入
す
る
問
．
題
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
も
の
の
、
さ
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

積
極
的
に
言
及
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
「
六
百
万
人
の
白
人
奴
隷
の
存
在
を
ギ
ャ
リ
ソ
ン
は
理
解
し
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
論
調
が
み
ら
れ
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
罠
と
奴
隷
制
問
題
の
関
わ
り
を
論
じ
た
G
・
オ
ソ
フ
ス
キ
ー
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
は
食
糧
か
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
の
選
択

に
迫
ら
れ
て
食
言
選
ん
だ
と
結
論
し
て
い
勉
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
露
は
・
奴
隷
制
支
持
派
で
あ
・
た
と
い
う
よ
り
は
・
奴
隷
制
論
争
に
関

わ
る
余
裕
を
持
た
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
全
国
的
イ
シ
ュ
ー
よ
り
自
ら
の
苦
境
に
関
心
を
向
け
て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
市
民
の

状
況
を
正
確
に
把
握
し
た
ニ
ェ
ー
ヨ
ー
ク
民
主
党
は
、
地
方
政
治
に
重
点
を
置
き
、
中
央
委
員
会
の
下
に
慈
善
委
員
会
、
帰
化
法
委
員
会
を
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

け
、
生
活
必
需
品
や
職
を
世
話
し
、
法
的
相
談
に
の
る
な
ど
移
民
の
生
活
基
盤
へ
の
浸
透
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
は
政
治
家
に
よ
る
施
し
や
私
的
保
護
に
の
み
満
足
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
　
『
ア
イ
リ
ッ
シ

ュ
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
紙
を
み
る
限
り
、
移
民
委
員
会
の
腐
敗
追
求
、
労
働
条
件
改
善
の
為
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
組
織
に
よ
る
市
議
会
へ
の
陳
情

な
ど
市
政
批
判
、
市
政
へ
の
要
求
に
常
に
紙
面
が
大
き
く
さ
か
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
の
問
で
の
帯
政
へ
の
関
心
の
深
さ
が
窺
え
る
の
で
あ

⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
が
、
一
八
五
〇
年
代
、
三
期
に
わ
た
る
F
・
ウ
ッ
ド
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
政
の
実
現
で
あ
っ
た
。
F
・
ウ
ッ
ド
は
一
八

四
〇
年
代
末
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
立
運
動
の
援
助
者
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移
民
の
信
望
を
得
て
お
り
、
市
の
移
民
委
員
を
経
験
し
た
後
、
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表④N．Y．市長選の得票数
趣鵜i第・区1第・区1第・鴎・・区1第・4区ti第・区榊区1第15区

　418

　793

　287

1，412

　633

1，851

1，142

1，078

1，251

1，461

　733

鋤
皿
興

乳
2
叫
L

221

451

275

439

175

221

243

160　i

　511

1，236

　494

　365

1，018

1，638

　107

1，099

1，S62

　349

1，087

1，767

2，207

　131

　179

1，446

　240

79

Q
脇
鵬

　153

1，34e

1，110

　262

　513

1，464

172

231

607

372

273

548

820

5，696

18，547

20，003

15，397

21，417

26，913

29，940

　　　i　　　　　Whiσ
　　　　　　　　ご

・854匿器。。d

　　　iCi。i。R。f。。m

　　　　1

1859　i

　　　　l

Republiban

Democrat

F．　Wood

　　　　　　　　　　　　　　　　　　VVhig　A17nanac，1855，　p．42，1860，　p．61からf乍成。

1．区の人口構成に関しては表③を参照。

2．F．　Wood以外は，立候補者の氏名を省略した。

一
八
五
四
年
、
五
六
年
、
さ
ち
に
五
九
年
と
三
度
に
わ
た
り
、
　
「
貧
し
い
労
働
老
の
友
」
、
「
誠
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
友
」
と
し
て
、
表
④
の
如
く
移
民
地
域
を
中
心
に
票
を
集
め
、
勝
利
を
お

さ
め
た
。
と
り
わ
け
一
八
五
九
年
に
は
民
主
党
の
派
閥
争
い
か
ら
F
・
ウ
ッ
ド
は
タ
マ
ニ
ー
・
ホ

ー
ル
か
ら
離
脱
し
、
民
主
党
の
有
力
派
閥
が
彼
に
背
を
向
け
た
に
も
拘
ら
ず
、
前
回
を
上
写
る
票

を
獲
得
し
た
事
は
、
一
八
五
四
年
の
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
大
攻
勢
に
対
す
る
勝
利
と
共
に
、
民

族
票
の
基
盤
の
確
か
さ
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
ウ
ッ
ド
は
公
約
だ
け
で
な
く
、
移
民
を
中
心
と
す
る
都
市
下
層
の
人
々
を
視
野
に
入

れ
た
市
政
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、
第
一
期
市
政
の
彼
の
主
な
政
策
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
街

頭
説
教
（
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
に
よ
る
）
の
禁
止
、
二
衛
生
問
題
の
改
善
、
三
市
政
へ
の
要
求

を
直
接
く
み
取
る
為
の
「
苦
情
箱
」
の
設
置
、
四
移
民
保
護
局
の
設
置
、
五
公
職
任
命
に
関
し
、

宗
教
及
び
出
身
国
に
よ
る
差
別
禁
止
。
そ
の
上
、
　
一
八
五
五
年
に
州
議
会
で
成
立
し
た
禁
酒
法
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
政
で
の
施
行
を
拒
む
等
、
F
・
ウ
ッ
ド
の
施
策
は
都
市
の
貧
困
な
労
働
老
及
び

帰
化
市
民
の
意
向
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
ウ
ッ
ド
は
山
積
み
す
る
諸
問
題
解
決
の
為

の
市
政
の
舎
理
化
、
市
長
の
権
限
の
強
化
及
び
市
政
の
州
の
監
視
か
ら
の
独
立
を
求
め
て
、
事
あ

る
毎
に
州
政
府
と
対
立
し
た
。
　
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
紙
が
「
我
々
の
市
政
は
完
全
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
ら
ず
者
や
ご
ろ
つ
き
の
利
益
を
代
表
し
て
い
る
」
と
ウ
ッ
ド
市
政
を
批
判
し
よ
よ
う
に
、
ウ
ッ

ド
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
独
自
の
行
政
即
ち
急
増
し
つ
つ
あ
る
都
市
下
層
民
を
対
象
と
し
得
る
行
政

を
臨
ざ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ウ
ッ
ド
が
市
政
を
通
じ
て
私
腹
を
肥
や
し
て
い
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
⑪

否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
り
、
彼
は
十
九
世
紀
後
半
に
喪
出
す
る
ボ
ス
政
治
家
の
系
列
に
入
れ
ら
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れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ウ
ヅ
ド
と
「
民
族
票
」
特
に
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
票
」
と
の
関
わ
り
は
、
単
に
悪
徳
政
治
家
と
無
知
な
大
衆

と
の
関
係
で
は
な
く
、
　
都
市
の
多
数
派
の
意
向
を
反
映
し
た
、
従
来
と
は
異
な
る
政
治
の
あ
り
方
を
表
現
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ

う
か
。

　
「
民
族
票
」
は
組
織
化
さ
れ
た
運
動
で
は
な
く
、
各
地
域
、
各
都
市
で
そ
の
性
格
は
異
な
る
。
又
、
　
「
民
族
・
文
化
的
分
析
」
が
強
調
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

宗
教
・
文
化
的
反
目
か
ら
の
「
民
族
票
」
即
ち
「
帰
化
し
た
外
国
人
」
の
票
と
い
う
側
面
を
も
「
民
族
票
」
は
持
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

れ
と
同
時
に
、
民
族
集
団
は
ア
メ
リ
カ
社
会
内
で
生
活
を
送
っ
て
い
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
み

で
は
当
時
の
情
況
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
述
の
如
く
他
の
諸
都
市
、
地
域
に
お
い
て
も
「
民
族
票
」
の
影
響
力
が
小
さ
く
な

い
事
実
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
　
「
民
族
票
」
に
よ
っ
て
各
民
族
集
団
は
地
方
政
治
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
政
治
に
参
加
、
進
出
し
、
自
ら

の
苦
境
を
打
開
す
る
方
策
を
探
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
事
が
当
時
の
地
方
政
治
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。①

　
各
州
に
よ
っ
て
多
少
の
は
相
違
あ
る
が
、
移
厩
は
、
市
属
権
取
得
の
意
志
の
あ

　
る
事
を
宣
誓
し
た
五
年
後
、
市
民
権
を
得
、
同
縛
に
二
十
一
歳
以
上
の
白
人
男
子

　
は
、
　
一
定
期
間
同
一
地
域
に
居
住
し
て
い
る
等
の
付
帯
条
件
を
満
た
し
た
な
ら

　
ば
、
選
挙
権
を
得
る
。
累
．
＜
．
O
§
防
§
ミ
揚
遼
噂
邑
一
圃
．

②
　
踏
p
岩
讐
。
℃
．
o
搾
．
ψ
や
出
ρ
《
ω
嘲
、
．
目
お
。
っ
o
o
一
錯
〉
＝
簑
亀
貯
9
＞
已
。
鼠
＄
昌

　
℃
o
｝
三
〇
巴
瓢
凶
ω
8
受
層
陪
○
。
Q
。
O
占
8
0
．
、
”
勺
。
ミ
詩
ミ
い
亀
§
聴
§
い
ミ
鳳
ミ
ミ
リ
。
っ
ε
．

　
日
㊤
象
．
尚
、
最
近
の
研
究
動
向
に
関
し
て
は
、
閑
．
粘
着
o
O
曾
a
o
ぎ
．
、
国
夢
三
〇

　
〇
三
ε
同
鎮
H
簿
霞
℃
お
β
匡
。
器
o
h
汁
げ
。
包
銀
卑
8
口
野
O
⑦
口
叶
楚
腰
》
琶
①
ユ
。
帥
ロ

　
＜
o
江
口
σ
q
b
ご
象
㊤
三
霞
．
、
・
㌧
。
ミ
鳶
ミ
無
“
§
聴
£
§
ミ
ミ
多
し
呂
⑦
藁
箋
み
を
参
照
。

③
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
帯
は
、
北
部
諸
都
市
の
中
で
も
人
口
が
多
く
、
又
、
移
民
流
入

　
が
と
り
わ
け
多
い
都
市
で
あ
り
、
経
済
、
政
治
の
両
面
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を

　
占
め
て
い
る
為
、
本
稿
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
…
ク
市
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
中
心
に

　
論
を
進
め
た
い
。
尚
、
種
々
の
民
族
集
団
の
混
在
す
る
中
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
移

　
民
が
最
も
多
い
事
か
ら
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
市
民
に
焦
点
を
絞
り
た
い
。

④
≧
匁
9
塁
§
魚
油
薫
習
や
Q
。
巳

⑤
　
O
凶
げ
ω
o
戸
愚
．
職
牒
二
や
一
Q
。
璽

⑥
　
一
八
五
〇
年
代
の
政
治
史
に
つ
い
て
は
、
山
本
幹
雄
『
南
北
戦
争
』
　
（
一
九
六

　
三
）
、
山
岸
義
夫
『
南
北
戦
争
研
究
序
説
』
（
一
九
七
三
）
を
参
照
。
又
、
ニ
ュ
ー

　
ヨ
ー
ク
の
政
治
的
背
景
に
関
し
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
切
。
「
α
Q
o
斜

　
息
．
自
計
黙
秘
。
ヨ
。
鼠
島
三
（
ρ
紗
§
ミ
ミ
§
ミ
（
お
コ
）
－
P
ω
．
≧
窪
雪
鳥
。
さ
鼠

　
℃
ミ
帖
ミ
ミ
襲
無
。
蓮
＆
馬
ぎ
騎
“
ミ
翁
9
さ
ミ
ぎ
｝
〈
o
ド
H
同
（
一
㊤
8
）
■

⑦
N
ミ
善
き
｝
§
、
計
§
肘
噛
〉
轟
■
駅
讐
戸
G
。
㎝
ド

⑧
9
げ
ω
o
p
息
・
ミ
「
も
■
罐
層
乏
厳
貯
ヨ
＜
「
ω
冨
薯
o
p
§
馬
誕
9
鳶
ミ
§
い
守
焼
怨

　
（
δ
c
隠
も
Q
）
”
℃
．
窃
ρ
N
識
簿
誕
ミ
ミ
詩
§
四
層
冒
な
。
。
■
》
自
士
爵
魑
0
9
・
卜
。
層
一
Q
。
諮
，
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⑨
b
§
δ
ミ
ミ
聴
尋
ミ
§
’
〉
姦
．
し
。
。
0
卜
。
曽
曾
9
巴
ヨ
9
げ
ω
o
＝
”
。
特
h
鋭
℃
．

　
α
①
■

⑩
守
き
抵
ミ
ミ
軌
§
斡
レ
瞬
霧
。
プ
α
藁
。
。
鐸
賊
唾
き
さ
霧
”
ω
①
菩
O
し
。
。
㎝
㊦
糟
「
民

　
主
党
こ
そ
憲
法
の
擁
護
者
で
あ
る
」
。
Ω
笹
。
。
o
昌
’
息
．
ミ
ニ
や
○
。
㊤
・

⑪
Ω
β
。
芽
讐
愚
・
ミ
こ
娼
℃
」
お
占
鱒
ρ

⑫
　
匿
ρ
乙
＝
ジ
。
》
ミ
．
”
℃
や
一
㊤
O
I
H
り
N

⑬
9
δ
長
身
（
。
．
。
》
ミ
‘
毛
噛
H
ア
。
。
。
。
．

⑭
例
え
ば
、
浮
。
鳥
。
ユ
。
押
ρ
い
き
げ
ぎ
巴
・
．
奪
ミ
§
ぎ
馬
ミ
リ
§
ミ
～
ぎ
韓
ミ
帖
§

　
9
藏
ミ
。
ミ
つ
り
謡
Y

⑮
護
契
ω
雪
、
．
勺
。
福
河
。
巴
勺
9
『
江
。
ω
帥
孟
夢
①
9
ヨ
豪
勇
陶
身
ω
。
。
凹
。
身
∩
呂
汁
7

　
ロ
金
華
．
、
”
や
嵩
Q
。
．

⑯
N
義
罫
置
§
ミ
鵠
§
’
窯
。
＜
．
悼
卜
。
嚇
H
。
。
9
0
。
け
．
鱒
。
。
払
。
。
貫
。
酔
ρ

⑰
⇒
§
抵
ミ
斡
ミ
母
§
層
属
。
〈
■
卜
。
b
。
し
。
。
㎝
ド

⑱
》
惹
』
ミ
ミ
§
噛
冒
＝
。
蜀
H
。
。
窃
ω
●

⑳
　
冠
霧
三
窮
戸
。
》
ミ
．
「
℃
▼
Q
。
①
《
》
画
期
」
§
ミ
画
ミ
ω
。
や
器
層
一
。
。
お
．

⑳
さ
、
§
鼠
ミ
ミ
詩
§
”
竃
錯
邸
O
篇
。
。
ゆ
ρ
鑑
還
ど
H
。
。
窃
b
。
魑
瓢
。
〈
」
し
。
。
累
層
＝
。
拝

　
．
、
目
δ
U
o
日
o
o
B
鼠
。
℃
鴛
な
、
．
噂
ω
〇
三
。
ω
貯
σ
q
①
き
》
二
〇
特
．
ミ
ニ
や
欝
Q
。
舳

⑳
　
》
帆
罫
斗
｝
§
、
鵠
§
旧
〉
犀
鱒
戸
P
一
。
。
お
℃
一
石
．
覧
。
層
竃
震
均
一
ρ
鼠
避
鐸
○
。
¢

　
ρ
お
㎝
ρ
冒
ρ
＝
”
冒
濫
b
⊃
一
、
一
G
。
綬
層
鑑
舞
。
げ
b
。
卜
。
嚇
一
Q
。
鰹
魑
レ
自
p
『
昌
b
。
b
。
℃
一
〇
。
㎝
ρ

　
冒
コ
・
ω
　
噛
H
Q
。
頓
8
岡
紙
に
お
い
て
は
、
　
「
一
八
五
〇
年
の
妥
協
」
以
後
　
年
ほ
ど

1

四
　
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
と
そ
の
後
の
反
移
民
運
動

「
民
族
票
」
と
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党

　
集
中
的
に
論
じ
ら
れ
た
が
、
以
後
カ
ン
サ
ス
流
血
事
件
ま
で
、
　
「
奴
隷
制
問
題
」

　
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
尚
、
他
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
各
紙
（
≧
ミ
§
3

　
9
欝
§
魑
切
8
鳳
§
、
§
馬
冒
穿
聴
ミ
§
如
．
恥
㍉
ミ
ミ
ミ
う
等
も
連
邦
第
一
主
義
を
論
じ

　
て
い
る
。
ノ
厳
窪
労
ρ
o
》
鼠
餅
℃
や
一
b
。
α
凸
ρ

⑫
ミ
罫
」
ミ
ミ
詩
§
レ
角
鍔
§
同
。
。
α
ド

㊥
　
○
圃
一
げ
。
誹
○
ω
o
箆
（
ざ
．
、
｝
げ
。
謹
一
8
一
ω
葺
同
二
。
・
げ
H
自
記
一
σ
q
替
暮
の
舘
α
筈
⑦

　
U
凱
⑦
ヨ
ヨ
p
ω
o
h
関
。
ヨ
帥
簿
幽
。
署
p
江
。
属
目
μ
ω
3
．
．
”
」
ミ
ミ
篤
ミ
詰
製
い
、
ミ
焼
ミ
、
葡
寧

　
ミ
§
’
O
o
搾
δ
刈
伊
や
㊤
S
．

＠
鑑
器
葬
界
§
ミ
こ
℃
●
ω
8
旧
乏
葺
冨
．
号
賦
譜
℃
」
O
心
・

⑯
　
N
蔑
罫
鼠
ミ
ミ
爵
§
四
、
諺
鷺
凶
二
訂
し
◎
。
㎝
ρ
内
旨
一
二
円
。
。
㎝
ド
蜜
ρ
団
メ
δ
α
。
。
噂
。
仲
ρ

⑳
頃
曾
舞
邑
。
署
。
。
α
は
、
一
八
＝
一
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
を

　
父
に
生
ま
れ
、
酒
場
、
不
動
産
を
嘗
み
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
民
主
党
に
参
加
。

　
ω
ρ
ヨ
¢
⑦
一
》
■
コ
Φ
器
雪
葺
専
§
§
乱
。
ミ
q
ミ
望
診
ミ
さ
券
9
漣
。
。
）
。

⑳
　
き
ミ
曽
℃
。
心
。
。
、
や
曾
魑
N
ミ
纂
誕
ミ
ミ
烏
§
噛
O
o
鉾
霧
層
日
○
。
㎝
ρ
O
o
鉾
悼
◎
昌
。
。
鐙
層

　
「
ウ
ッ
ド
は
帰
化
市
混
の
心
か
ら
の
友
で
あ
り
、
援
助
者
で
あ
る
」
。
N
蔑
暮
誉
ミ
ー

　
嵐
偽
§
3
類
。
〈
，
介
一
〇
Q
窃
蒔
■

⑱
霊
＄
。
。
き
β
。
》
臓
譜
℃
』
O
一
．

⑳
N
ミ
野
や
①
9
竈
．
＄
ふ
ρ

⑳
　
さ
起
ぎ
碁
b
ミ
ミ
§
ミ
塗
守
帖
恥
同
誌
ミ
ミ
詩
§
嚇
竃
ρ
唄
卜
。
噛
H
Q
。
窃
メ
に
転
載
。

⑳
　
簗
＄
ω
p
三
。
。
声
域
．
ミ
ニ
℃
．
ω
N
℃
や
ω
㊤
ム
ρ
唱
や
凸
－
壼
．

　
前
章
で
述
べ
た
如
く
、
一
八
五
〇
年
代
の
大
量
移
民
の
流
入
に
よ
り
「
民
族
票
」

が
何
故
に
「
移
民
の
政
治
参
加
鰯
限
」
の
要
求
を
惹
起
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

の
政
治
へ
の
影
響
力
は
顕
著
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
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一
八
五
六
年
、
反
移
民
論
を
展
開
す
る
J
・
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
　
「
外
国
人
が
我
々
の
町
や
市
の
選
挙
を
左
右
し
て
い
る
。
さ
ら
に
州
や
連

邦
を
も
支
配
せ
ん
と
し
て
い
る
！
」
と
警
告
を
発
し
、
　
「
政
治
家
は
危
険
な
外
国
人
連
中
に
へ
つ
ら
い
、
外
国
人
は
自
ら
の
力
を
意
識
し
て
一

層
傲
慢
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
が
復
活
し
、
選
挙
権
を
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
人
々
に
限
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

①る
」
と
、
移
民
の
政
治
参
加
制
限
の
要
求
の
背
景
を
述
べ
て
い
る
。
又
、
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ン
グ
党
の
主
要
な
イ
シ
ュ
ー
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
批
判
す
る
W
・
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
、
多
数
の
無
知
な
外
国
人
の
集
団
投
票
を
指
導
し
、
ア
メ
リ
カ

国
民
の
意
志
を
支
配
せ
ん
と
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
⑫
さ
ら
に
・
同
じ
一
会
六
年
・
s
●
ビ
ジ
ー
は
・
都
市
の
外
国
人
票
増
加
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
外
国
人
は
地
方
選
挙
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
大
半
の
バ
ト
ロ
ネ
ッ
ジ
を
確
保
す
る
の
み
で
は
な
く
、
州
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
自
立
っ
た
働
き
を
み
せ
る
事
に
よ
っ
て
連
邦
政
府
に
も
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
」
、
と
。
上
述
の
論
調
か
ら
、
「
民
族
票
」
の
持
つ
結
束
の

堅
固
さ
故
に
、
将
来
は
連
邦
政
治
を
も
動
か
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
が
、
移
民
の
政
治
参
加
舗
限
の
要
求
の
背
後
に
広
が
っ
て
い
た
と

先
ず
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
先
述
の
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
論
、
或
い
は
「
ア
メ
リ
カ
政
治
家
が
今
ま
で
に
な
く
外
国
人
に
へ
つ
ら
い
、
そ
の
結
果
外
国
人
に
よ
る

ア
メ
リ
カ
政
治
の
支
配
を
も
た
ら
し
た
事
に
、
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ン
グ
党
の
強
さ
は
由
来
す
る
」
と
い
う
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
紙
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

事
（
『
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
紙
に
転
載
）
に
み
ら
れ
る
如
く
、
「
民
族
票
」
と
既
存
政
党
、
政
治
家
と
の
癒
着
が
、
常
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
P
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
一
八
五
五
年
、
　
「
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
、
政
治
家
と
外
国
人
の
癒
着
及
び
既
存
政
党
の
腐
敗
の
二
種
の
現
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
対
す
る
反
動
の
結
果
で
あ
る
」
と
論
じ
た
。
又
、
S
・
ビ
ジ
…
は
、
コ
一
大
政
党
の
均
衡
は
、
外
国
人
票
に
力
を
与
え
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

両
党
と
も
勝
利
の
為
に
外
国
人
票
を
誘
惑
し
、
多
く
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
の
国
民
性
と
信
条
を
犠
牲
に
し
て
、
外
国
人
票
を
買
っ
て
い
る
」
と

激
し
く
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
民
族
票
」
の
地
方
政
治
へ
の
参
加
と
い
う
現
実
に
直
面
し
て
、
　
「
民
族
票
」
に
と
り
い
る
二
大
政
党
へ

の
批
判
が
、
第
三
政
党
と
し
て
の
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
急
成
長
を
促
し
た
一
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
何
故
「
民
族
票
」
と
政
党
の
癒
着
が
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
地
方
の
政
党
の
指
導
の
下
に
ス
ラ
ム
街
の
住
人
が
市
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⑦

民
権
も
持
た
ず
に
投
票
を
行
っ
た
り
、
投
票
箱
を
破
壊
し
て
小
ぜ
り
合
い
を
起
こ
す
な
ど
の
不
正
が
跡
を
絶
た
な
い
事
へ
の
批
判
が
あ
る
。
第

二
点
と
し
て
、
ブ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
綱
領
に
も
み
ら
れ
る
如
く
、
猟
官
制
に
対
す
る
批
判
が
あ
る
。
S
・
ビ
ジ
ー
に
よ
れ
ば
、
外
哲
人
は
全
人

口
の
十
一
分
の
一
に
も
拘
ら
ず
、
公
職
の
六
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
　
「
外
国
人
の
貧
民
や
犯
罪
者
の
為
の
莫
大
な
支
出
の
他
に
、
五
六
、
0

0
0
ド
ル
も
の
サ
ラ
リ
ー
を
外
国
人
に
支
払
っ
て
い
る
」
。
又
、
「
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
市
民
は
そ
の
人
口
に
比
例
し
た
名
誉
と
職
を
得
る
資
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
外
国
人
に
押
さ
れ
て
お
り
」
、
「
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
市
民
は
差
別
さ
れ
て
い
る
」
と
ビ
ジ
ー
は
、
政
党
と
移
民
の
癒
着

に
よ
る
猟
官
制
の
下
で
の
外
国
人
の
進
出
を
非
難
す
る
の
で
あ
る
。
ビ
ジ
ー
の
主
張
は
誇
張
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
現
実
に
外
国
生
ま
れ
の

市
民
が
警
官
、
夜
警
等
の
下
級
職
を
中
心
に
漸
次
進
出
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
入
撰
の
職
及
び
利
益
を
圧
迫
し
、
又
ア

メ
リ
カ
の
行
政
、
政
治
が
外
国
人
の
支
配
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
を
人
々
に
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
第
三
点
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
例
に
み
ら
れ
る
如
く
、
非
都
市
部
の
票
の
比
重
が
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ン
グ
党
に
お
い
て
大
き
い
と
こ

ろ
が
ら
、
　
「
民
族
誌
」
を
有
力
な
基
盤
の
一
つ
と
し
て
発
言
力
を
高
め
つ
つ
あ
る
都
市
域
、
及
び
都
市
域
に
力
点
を
移
し
始
め
た
政
党
に
対
す

る
非
都
帯
域
の
反
発
も
あ
る
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
先
述
の
ウ
ッ
ド
市
政
に
対
す
る
批
判
も
激
し
く
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
は
、
　
「
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
人
票
」
に
よ
リ
ボ
ス
ト
ン
市
政
改
革
が
暗
礁
に
の
り
上
げ
た
後
の
一
八
五
工
年
に
は
、
都
市
に
比
し
て
非
都
市
域
の
票
に
有
利
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

選
挙
区
改
正
案
が
通
過
し
た
の
で
あ
る
。
M
・
ホ
ー
ル
ト
は
、
当
時
の
経
済
変
化
と
り
わ
け
西
部
の
農
作
物
の
流
入
に
打
撃
を
受
け
た
東
部
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

村
地
域
の
「
小
農
民
及
び
小
商
人
が
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ン
グ
党
に
参
加
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
経
済
的
打
撃
は
、
　
「
民
族
票
」
に
目
を
向
け
て

い
る
二
大
政
党
へ
の
不
信
及
び
移
民
の
政
治
進
出
に
対
す
る
懸
念
を
倍
加
し
、
人
々
を
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
下
へ
走
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
の
よ
う
な
種
々
の
要
因
を
考
慮
す
る
時
、
　
「
民
主
主
義
共
和
制
度
の
危
機
」
と
い
う
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ン
グ
党
の
常
套
句
、
或
い
は
J
・
サ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ダ
ー
ソ
ソ
の
「
我
々
は
我
々
固
有
の
国
民
性
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
単
な
る
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
偏
見
の
合
理
化

以
上
の
意
味
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
守
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
「
民
主
主
義
」
或
い
は
「
国
民
性
」
が
如
何
な

る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
　
「
民
旅
票
」
と
政
党
と
の
つ
な
が
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
政
に
典
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から共和党へ一N．y．州

1855 1856

County Rep，　　　　王く＝．　N，　　　　Soft　　　　　王ヨ【ard Rep．　　K．　N．　　Dem，

Richmond　　　　　394　　　782　　　　387　　　　663　　　　736　　　　946　　　1，550

Rockland　　　　　　206　　　　982　　　　　62　　　　817　　　　668　　　　937　　　1，526

Saratoga　　　　　　　　2β30　　　　　2，671　　　　　　　34　　　　　1，158　　　　　4，524　　　　　2，581　　　　　2，446

Schenectady　　　　　　992　　　　1，534　　　　　302　　　　　209　　　　1，714　　　　1，213　　　　　787

Seneca　　　　　　　　　　1，148　　　　　1，285　　　　　1，055　　　　　　　42　　　　　2，163　　　　　1，265　　　　　1，625

Sulli▽an　　　　　　　　　　　768　　　　　2，223　　　　　　　905　　　　　　　556　　　　　1，690　　　　　2，037　　　　　1，583

Steube11　　　　　　　　2，460　　　　　3，400　　　　　1，757　　　　　　802　　　　　7，270　　　　　2，034　　　　　3，217

Tompkins　　　　　1，956　　　2，163　　　　　474　　　　　ユ73　　　4，019　　　　1，471　　　　1，430

Ulster　　　　　　　1，258　　　5，096　　　2，197　　　　568　　　2，932　　　4，703　　　4，030

V～zarren　　　　　　　　　　　　666　　　　　1，513　　　　　　　693　　　　　　　747　　　　　2，202　　　　　　　735　　　　　1，006

、Vashington　　　　　　2，585　　　　　3，715　　　　　　　640　　　　　　　　79　　　　　5，174　　　　　1，848　　　　　ユ，632

Westchester　　1β83　　3，264　　　591　　2，705　　4，450　　　364　　4，600

晒ゴ8AJfnanac，1856，　p．41，1857，　p．46より作成。Hard一民主党の二大派閥。

型
的
に
み
ら
れ
る
十
九
世
紀
後
半
の
都
市
政
治
の
発
達
を
予
見
さ

せ
る
よ
う
な
新
し
い
政
治
の
動
向
は
、
従
来
の
政
治
理
念
と
は
異

質
な
も
の
と
し
て
、
移
民
の
も
た
ら
し
た
社
会
経
済
的
問
題
、
新
来

移
民
に
対
す
る
宗
教
文
化
的
反
感
を
も
包
み
込
む
、
よ
り
広
汎
な

拒
絶
反
応
を
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
人
々
か
ら
引
き
出
し
、
ノ
ー
ナ

ッ
シ
ン
グ
党
を
成
立
さ
せ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
2
　
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
ゲ
党
と
政
党
再
編

　
第
一
章
で
述
べ
た
如
く
、
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ン
グ
党
は
急
速
に
成
長

し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
確
固
と
し
た
全
国
政
党
に
は
、
つ
い

に
な
り
得
な
か
っ
た
。
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
、
元
ホ
イ
ッ
グ
党

員
を
中
心
に
、
禁
酒
運
動
派
、
「
改
革
者
」
、
元
民
主
党
員
な
ど
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

種
多
様
の
人
々
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
連
邦
第
一
主
義
者
も
反
奴

隷
制
論
者
も
い
る
と
い
う
多
様
な
要
素
が
、
移
民
問
題
で
統
一
さ

れ
た
党
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
州
政
治

レ
ベ
ル
で
は
移
民
問
題
を
掲
げ
て
十
分
に
機
能
し
た
が
、
全
国
組

織
と
し
て
機
能
す
る
や
否
や
、
奴
隷
制
論
争
の
渦
中
に
巻
き
込
ま

れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
五
五
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
全
国
協
議
会
で
は
、
元
ホ

イ
ッ
グ
党
保
守
派
の
シ
ル
バ
ー
グ
レ
ー
派
の
指
導
の
下
に
、
連
邦
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大量移民の流入とノーーナッシング党（笹井）

表⑤ノーナッシング党
1856（大統領選）

ReP・ K．　N． Dem．

5，016 5，301 7，751

7，037 2，e17 1，847

3，818 1，981 3，020

2，904 956 1，173

1，469 1，145 1，600

1855（Secretary　of　State選挙）

Rep． K．　N．　1　Soft HardCoun七y

Albany 2，677 6，136 5．136 782 5，016 5，301 7，751

Chautauque 3，420 3，564 738 406 7，037 2，e17 1，847

Columbia 2，118 2，173 1，66e 834 3，818 1，981 3，020

Essex 1，096 1，928 308 395 2，904 956 1，173

Franlclin 177 1，831 1，214 169 1，469 1，145 1，600

Greene 1，081 2，167 1，260 346 2，164 1，533 2，346

Livingston 2，199 2，7e4 695 129 3，597 1，979 1，652

New　York 6，678 20，357 12，863 16，149 17，771 19，922 41，913

Ontario 2，426 2，744 454 682 4，551 2，189 1，642

Orleans 1，731 1，831 494 84 3，e88 1，412 1，052

Putnam 339 671 217 544 963 479 1，e96

Rensse工aer 2，099 5，350 2，789 654 5，153 4，548 4，415

1．　Rep．＝Republican　Party，　Dem．＝Demoeratic　Party，　K．　N．＝＝1〈now　Nothing　Party，　Soft，

2．1855年にノーナッシング党が最高得票をとったカウンティを対象。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

第
一
主
義
を
前
面
に
出
し
た
も
の
の
、
奴
隷
制
反
対
派
と
連
邦
第

一
主
義
派
と
の
対
立
は
激
化
、
一
八
五
六
年
の
大
統
領
選
挙
を
控

え
て
両
派
の
分
裂
は
決
定
的
段
階
を
迎
え
た
。
奴
隷
制
反
対
派
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ノ
ー
サ
ム
シ
ン
グ
派
と
称
し
て
党
か
ら
脱
退
し
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン

グ
保
守
派
は
、
M
・
フ
ィ
ル
モ
ア
を
大
統
領
候
補
に
指
名
し
て
選

挙
戦
に
臨
ん
だ
。
と
同
時
に
、
全
国
協
議
会
は
各
州
協
議
会
に
大

幅
に
権
限
を
譲
り
、
以
後
各
州
協
議
会
を
中
心
と
す
る
活
動
が
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

け
ら
れ
る
こ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
南
部
で
は
そ
の
後
二
、
三
年

の
内
に
ど
の
州
で
も
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
姿
を
消
し
、
北
部
に

お
い
て
も
全
国
協
議
会
の
分
裂
を
反
映
し
て
両
派
の
対
立
は
深
ま

っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
ノ
ー
サ
ム
シ
ン
グ
派
は
J
・

ブ
リ
モ
ン
ト
を
支
持
し
、
後
、
共
和
党
に
合
流
し
て
い
る
。
　
一
方
、

共
和
党
側
も
T
・
ウ
イ
ー
ド
の
指
導
の
下
に
W
・
シ
ュ
ワ
ー
ド
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
、
ノ
ー
サ
ム
シ
ン
グ
派
に
積
極
的
に
接
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
事
実
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
表
⑤
の
如
く
、
ノ
！
ナ
ッ

シ
ン
グ
党
の
票
が
多
か
っ
た
地
域
で
、
多
く
共
和
党
が
地
盤
を
獲

得
し
、
　
一
八
五
六
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
共
和
党
は
確
立
し
た
と
い

え
る
の
で
あ
る
。
本
来
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
員
の
大
部
分
が
奴
隷

制
反
対
派
で
あ
っ
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
お
い
て
も
、
ノ
ー
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ナ
ッ
シ
ン
グ
党
員
は
共
和
党
に
移
っ
て
い
る
。
又
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
諸
州
に
お
け
る
知
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

選
で
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
と
共
幽
霊
が
統
一
候
補
を
出
す
な
ど
、
ノ
ー
サ
ム
シ
ン
グ
派
は
東
部
共
和
党
へ
流
れ
、
共
和
党
の
東
部
に
お
け
る

地
盤
の
確
立
の
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
保
守
派
は
、
州
に
よ
っ
て
時
期
は
異
な
る
が
、
弱
体
化
し
、
南
北
戦
争
前
に
姿
を
消
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
　
「
移
民
問
題
」
も
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
と
共
に
消
滅
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
状
況
を
概
観
し
て
み
よ

う
。
同
罪
に
お
い
て
は
、
州
政
府
の
実
権
を
共
和
党
が
把
握
し
て
以
来
、
貧
民
の
強
制
送
還
、
選
挙
権
取
得
の
為
の
居
住
義
務
年
限
を
七
年
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

す
る
法
案
の
提
出
等
、
州
政
府
に
よ
る
対
移
民
の
強
硬
政
策
が
う
ち
出
さ
れ
、
州
知
事
の
J
・
キ
ン
グ
は
、
一
八
五
七
年
の
所
信
表
明
演
説
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

お
い
て
外
国
人
票
が
重
要
な
選
挙
を
支
配
し
て
い
る
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
F
・
ウ
ッ
ド
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
政
の
改
善
を
求
め
て
、
州
政

府
は
市
政
介
入
を
強
行
し
、
　
一
八
五
七
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
内
乱
」
と
も
呼
ば
れ
る
帯
街
戦
の
如
き
状
態
に
陥
っ
た

　
　
　
⑳

の
で
あ
る
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
お
い
て
も
、
一
八
五
六
年
の
大
統
領
選
挙
を
機
に
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
共
和
党
に
接
近
し
、
又
、
共

和
党
も
知
事
候
補
を
支
持
す
る
な
ど
積
極
的
に
同
党
と
の
提
携
を
行
っ
て
い
る
。
両
党
の
下
で
同
州
で
は
一
八
五
七
年
に
は
州
憲
法
読
解
を
投

票
権
獲
得
の
条
件
と
す
る
法
案
が
、
一
八
五
九
年
に
は
選
挙
権
獲
得
の
為
の
最
低
居
住
年
限
を
七
年
と
す
る
法
案
が
通
る
な
ど
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ

ン
グ
党
時
代
の
政
築
引
羅
が
れ
て
い
る
の
で
あ
物
・
又
・
カ
リ
フ
・
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
も
一
会
九
年
・
共
和
党
は
最
舞
住
年
限
を

七
年
に
す
る
法
案
を
出
し
、
逃
亡
奴
隷
で
も
一
年
で
市
民
権
が
得
ら
れ
る
の
に
「
移
民
の
白
人
を
ニ
グ
ロ
以
下
に
す
る
試
み
で
あ
る
」
と
い
う

民
主
党
の
激
し
い
批
判
を
招
い
た
の
で
あ
砺
・

　
以
上
三
州
の
分
析
の
み
で
は
断
言
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
　
『
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ア
メ
リ
カ
ン
』
紙
が
「
共
和
党
は
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
仮
面
を
つ
け
た
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
共
和
党
員
の
G
・
カ
ー
ナ
ー
が
「
多
く
の
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
員
が
外
国
人
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
敵
意
を
持
っ
た
ま
ま
、
共
和
党
に
参
加
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
如
く
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
に
か
わ
っ
て
共
和
党
が
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

民
問
題
を
吸
収
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
H
・
グ
リ
ー
リ
ー
が
一
八
六
〇
年
、
　
「
奴
隷
制
の
み
を
論
ず
る
者
は
選
挙
に
勝
て
な
い
」
と
述
べ
、
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大燈移民の流入とノーナッシング党（笹井）

A
・
リ
ン
カ
ー
ン
は
、
反
移
民
運
動
の
強
い
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
の
例
を
挙
げ
て
、
　
「
各
地
方
の
綱
領
が
、
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

他
の
地
方
で
は
障
害
と
な
る
条
項
を
掲
載
し
て
い
る
」
と
党
の
統
一
を
気
遣
っ
て
い
る
。
奴
隷
調
問
題
以
外
の
、
各
地
方
に
根
ざ
し
た
問
題
の

存
在
を
リ
ン
カ
ー
ン
は
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
政
党
再
編
」
の
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
激
化
し
つ
つ
あ
る
奴
隷
制
論
争
の
渦
中
で
空
中

分
解
を
果
た
し
た
短
命
な
政
党
で
は
あ
っ
た
が
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
、
東
部
諸
州
に
お
け
る
地
方
的
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
移
民
問
題
を
共
稲

党
に
も
た
ら
し
、
遅
れ
て
い
た
東
部
共
和
党
の
確
立
の
促
進
に
貢
献
し
た
と
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
を
位
置
付
け
得
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
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一
八
五
〇
年
代
の
移
民
流
入
は
独
立
以
来
初
の
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
独
立
以
来
初
の
大
規
模
な
反
移
民
運
動
で

あ
る
。
故
に
本
稿
の
主
眼
は
、
一
八
五
〇
年
代
の
大
量
移
罠
と
ア
メ
リ
カ
社
会
の
関
わ
り
を
、
多
数
派
社
会
の
側
と
移
民
の
側
の
両
面
か
ら
描

く
事
に
あ
っ
た
。

　
こ
の
観
点
か
ら
、
本
論
で
得
た
結
論
を
概
述
し
て
み
よ
う
。
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
中
心
的
イ
シ
ュ
ー
は
、
移
民
制
隈
で
は
な
く
移
民
の
政

治
参
加
の
制
限
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
イ
シ
ュ
ー
は
、
単
に
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
市
民
の
民
族
的
、
文
化
的
及
び
察
教
的
反
感
の
表
現
形
態
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
背
後
に
は
移
民
の
「
民
族
票
」
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
政
治
へ
の
参
加
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ

っ
た
。
と
り
わ
け
東
部
の
諸
都
市
の
各
民
族
集
団
は
、
集
団
票
の
強
み
を
発
揮
し
て
地
方
政
党
に
影
響
力
を
持
ち
、
地
方
政
治
へ
の
進
出
を
図

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
ら
帰
化
市
民
は
、
政
治
参
加
に
際
し
、
民
族
集
団
に
よ
る
政
治
参
加
、
都
市
の
下
層
労
働
者
を
も
視
野
に
入
れ

る
政
治
を
期
待
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
移
民
の
要
求
に
応
じ
て
行
わ
れ
た
外
国
人
の
下
級
公
職
へ
の
進
出
、
　
「
民
族
誌
」
と

政
党
と
の
癒
着
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
み
ら
れ
る
如
く
下
層
労
働
者
、
移
民
を
対
象
と
し
た
政
策
な
ど
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
女
帯
政
治

の
端
緒
を
示
す
と
も
い
え
る
新
し
い
政
治
の
動
き
で
あ
り
、
旧
来
の
市
民
の
激
し
い
反
発
を
招
き
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
成
長
を
促
し
た
の
で

あ
る
。
も
と
よ
り
、
S
・
ヘ
イ
ズ
の
い
う
民
族
的
、
文
化
的
及
び
宗
教
的
イ
シ
ュ
ー
、
或
い
は
社
会
経
済
的
問
題
の
重
要
性
を
軽
視
す
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
イ
シ
ュ
：
を
包
括
す
る
課
題
と
し
て
、
　
「
民
族
票
」
の
政
治
的
影
響
へ
の
抵
抗
が
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ

運
動
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
、
そ
の
支
持
層
の
多
様
性
の
特
色
故
に
、
奴
隷
制
論
争
に
巻
き
込
ま

れ
て
成
立
後
戸
乃
至
三
年
で
空
中
分
解
を
起
こ
す
が
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
の
提
起
し
た
移
民
問
題
は
、
東
部
諸
藩
に
お
い
て
ロ
ー
カ
ル
・
イ

シ
ュ
ー
と
し
て
共
和
党
に
吸
収
さ
れ
、
南
北
戦
争
勃
発
に
至
る
ま
で
論
議
が
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
上
述
の
如
く
、
大
量
移
民
に
よ
る
都
市
を
中
心
と
す
る
「
民
族
票
」
の
政
治
的
進
出
及
び
そ
れ
に
対
応
す
る
多
数
派
社
会
の
運
動
と
し
て
こ



の
時
期
の
移
民
と
ア
メ
リ
カ
社
会
の
関
わ
り
を
本
稿
に
お
い
て
把
握
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ノ
ー
ナ
ヅ
シ
ン
グ
運
動
が
ほ
と
ん
ど
勢
力
を
持

ち
得
な
か
っ
た
中
西
部
に
は
、
周
知
の
如
く
北
欧
系
、
ド
イ
ツ
系
の
移
民
が
多
い
。
彼
ら
と
ア
メ
リ
カ
社
会
或
い
は
フ
p
ソ
テ
ィ
ア
と
の
関
わ

り
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
多
数
派
社
会
の
側
に
関
し
て
も
、
ノ
ー
ナ
ッ
シ
ン
グ
党
は
否
定
的
運
動
で
あ
っ
た
為
、
そ

の
積
極
的
な
意
味
で
の
政
治
理
念
、
　
「
ア
メ
リ
カ
の
理
想
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
解
明
す
る
に
は
異
な
る
視
角
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
上
記
の
二
点
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
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A　Mass　lmmigration　and　the　Know　Nothing　Party

ト“1

Yul〈o　Sasai

　　Between　i853　and　1856，　the　fastest　growing　political　force　in　many

parts　of　the　United　States　was　not　the　anti－slavery，　but　the　anti－foreign

Know　Nothing　movement．　Just　when　the　outrage　at　the　Nebraska　Act

should　have　been　strongest，　many　people　were　apparently　more　con－

cerned　about　immigrants，　especially　about　the　restriction　on　the　suffrage

of　foreigners　which　was　the　main　theme　of　Know　Nothing　platforms．

What　accounts　for　this　rapid　’№窒盾翌狽?　of　Know　Nothing　party　？

　　In　the　1850s，　at　the　time　of　mass　lmmigration，　most　of　poor，　unwaRted

immlgrants，　who　could　not　afford　to　move　on　to　the　frontier，　set　about

establishing　ethnic　communities　in　the　cities．　Besides，　the　case　study

on　lrish　in　New　York　City　throws　light　on　the　impact　of　the　immigrant

groups　on　the　city　and　local　politics．　Therefore，　it　is　assumed　that　the

growing　ethnic　communities　and　their　participation　in　politics　as　a

group　threatened　the　“older”　society　aRd　at　last　let　to　the　formation

of　Know　Nothing　parSy．

　　k　is　true　that　Know　Nothing　party　collapsed　in　a　few　years，　but　k

does　not　mean　that　the　immigrant　issues　disappeared　or　became　beneath

thelr　notlce．　Those　issues　surv2ved　in　local　platforms　of　Republican

party　although’　the　Know　Nothing　party　fragmented　as　soon　as　it’s

fragile　national　organization　got　entangled　ln　the　sectional　disputes．

Holding　of　‘Fields　and　Hiils’　in　Nara　Era

　　　　　　　by

Ryohei　Nishiyama

　　In　this　article，　1　intend　to　throw　light　upon　the　nature　and　the

structure　of　the　holdiitgs　of　ltills，　fields，　rivers　and　seas，　by　the　nobies

and　the　powerful　c！ans　ln　Nara　era．

　　There　can　be　found　some　examples　of　the　divisioR　and　the　holding　of

the　fields　and　hills　for　the　purpose　of　iton－agrarian　production　by　the

nobles　under　R漉礎yo律令regime　at　the　middle　Nara　era，　to　which　the
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